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序 文

西谷墳墓群は卑弥呼と同時代を生きた「出雲王」が眠る地として注

目を集める遺跡です。また,全国最大級の弥生墳墓群であるとともに,

山陰独特の個性をもった四隅突出型墳丘墓が6基集中することから,

全国的にも貴重な文化財価値を有する遺跡であります。このため,

2000年 (平成12)3月 30日 には国の史跡に指定されました。

出雲市では,その後,2002年度 (平成14)ま でに史跡指定地や周辺

の公有地化を行い,2003年度 (平成15)か らは,西谷墳墓群史跡公園

出雲弥生の森として,四隅突出型墳丘墓を中心に保存整備を進めてき

ました。

また,隣接地にはガイダンス施設として,出雲弥生の森博物館の建

設も並行して進め,2010年 (平成22)4月 29日 には博物館・史跡公園
ともに全面オープンするに至りました。

今後は市民のみなさまをはじめ,見学者の方々の教育 。学習の場 ,

憩いの場として,よ リー層,西谷墳墓群史跡公園が不U用されますこと

を願ってやみません。

この整備事業にあたり,終始ご協力いただきました土地所有者,地
元関係者のみなさま,並びに,懇切なご指導を賜りました整備 。活用

検討委員会の先生方に対して,厚 くお礼申し上げますとともに,今後
とも西谷墳墓群の保存・活用にご協力を賜りますよう,お願い申し上

げます。

2011年 (平成23)3月

出雲市長 長 岡 秀 人
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1。 本書は,出雲市および出雲市教育委員会が実施した史跡西谷墳墓群整備事業の報告書である。

2。 本整備事業は,次のとおり国庫補助事業として実施した。

農林水産省補助事業

田園空間整備事業 :1999年度 (平成ll)～ 2004年度 (平成16)

文化庁補助事業

西谷9号墓保存修理事業 :2003年度 (平成15)

西谷墳墓群記念物保存修理事業 :2004年度 (平成16)

史跡西谷墳墓群史跡等・登録記念物保存修理事業 :2005年度 (平成17)～2006年度 (平成18)

史跡西谷墳墓群史跡等総合整備活用推進事業 :2007年度 (平成19)～ 2010年度 (平成22)

埋蔵文化財センター設備整備事業 :2008年度 (平成20)

埋蔵文化財保存活用整備事業 :2008年度 (平成20)

市内埋蔵文化財 埋蔵文化財保存活用整備事業2009年度 (平成21)
3.本整備事業の一環で行った発掘調査の成果については,出雲市教育委員会が別途刊行した次
の報告書に掲載している。

F西谷墳墓群測量調査報告書』1998

F西谷墳墓群一平成10年度発掘調査報告書―』2000

『西谷墳墓群―平成14年～16年度発掘調査報告書―』2006

『西谷横穴墓群第2支群発掘調査報告書』2007

F平成19年度出雲市文化財調査報告書』2008

4.本書の作成は次の体制で行った。なお,事業の実施体制については本文中のp.16に掲載した。

出雲市文化環境部

学芸調整官 花谷 浩
文化財課 課長 石飛幸治
同 課長補佐 福田善実

同 博物館学芸係 係長 原 俊二
同   主任 三原一将
同   主事 須賀照隆

5。 巻頭図版の写真撮影は杉本和樹氏 (西大寺フォト)に依頼したものがある。
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第 1章 西谷墳墓群の概要

1.位置 と環境
西谷墳墓群は島根県出雲市の東部に位置し,

日本有数の汽水湖である宍道湖に流れ込む斐伊

川左岸の標高40～ 50mの丘陵上に立地 してい

る。この箇所は中国山地から北へ派生する丘陵

の先端にあたり,出雲平野が一望できる場所で

ある。

斐伊川を挟んで東側の丘陵には,大量の青銅

器が出上して注目を集めた荒神谷遺跡や加茂岩

倉遺跡がある。また,西谷墳墓群の西方では,

四絡遺跡群 (矢野遺跡ほか)や古志遺跡群 (下

古志遺跡ほか)な ど,弥生時代を中心とした大

´! フ

:準与
ザ粥
リ
ケヽ

規模集落遺跡が確認されており,北方の平地に

は四隅突出型墳丘墓 (以下「四隅」)が見つか

り話題となった青木遺跡や中野美保遺跡,弥生

時代の交易拠点としての機能が垣間見えつつあ

る山持遺跡が立地している。

西谷墳墓群は墳墓の分布状況から,1～ 6号墓

などが築かれた西側丘陵,9号墓などが築かれ

た北側丘陵,7,8,10～ 16号墓などが築かれた

東側丘陵に大きく分けることができるが,遺跡

の中心となる大形の「四隅」は西側および北側

丘陵に分布し,東側丘陵には中小規模の古墳が

分布するのみである。

謬
図 1 西谷墳墓群の位置 (S〓 1/200,000)
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図 2 西谷墳墓群分布図 (S=1/5,000)
『平成21年度出雲市文化財調査報告書』より (一部改変)

表 1 西谷墳墓群一覧

墳墓名 堰形辱 親棋(突出部含まない ) 規模(突出部含む推定 ) 築遺時期 備   考

1号璽 四隅」 8以上X5以上 Xh1 7m 12以上×10以上Xh1 7m 2世紀後半 忠生上器

2号墓 四隅」 36× 26× h35m 46× 29Xh3 5m 2世紀末ごろ 臨生土器・ガラス腕備ほか

3号■ 四隅」 40× 30× h45m 52× 42× h45m 2世紀後半 塩生土器・玉無・鉄剣ほか

四隅」 47× 45× h35m 2世紀末ごろ 土器

5号壊 (喜 ) 万墳 ?

6号閣 I四隅」 3世紀前半 生土器

7号壌 四隅系万壊 23X15Xhlm 4世紀 L面器

8号蠣 (墓 ) 万壊 ? 1減・土器制片

9号駆 四隅」 62× 55Xh5m 3世紀前半 $生土器

10号壇 万 壇

11号壇 円壇 径 18× h35m 5世紀中ごろ

12号境 方壇 ?

13号襲 方墳 10X10× h15m
14号噴 円墳 径 12×h15m
15号噴 方墳 10Xll× h15m 6世紀初め 肖瀬 須恵器 土師器 刀子

16号壇 阿塩 任 1l Xhlm 4世紀末～5世紀前半 肖爾 鉄則・鉄製晨具

17号墳 (猛 ) 方境 ? 8以上 Xhl m以上

18号壇 方壇 4世紀末ごろ と師器

19号壇 方壇 13X13Xh2m 5世紀 ?

20号壇 方壊 ?

21号重 方 蟻 4世紀末ごろ 上師器

22号堕 方 重

23号重 方 壇 9x9?xh0 75m
24号重 方 重

25号重 円IE 優 24Xh2 Sm

26号重 方壇 17X13Xh2 5m
27号重 方壇 7× 5× hl m

石憎墓 4世紀ほか 1号北の石棺より上師器

土こう墓 とこう璽3轟 (呵 号墓北。17号壇需 25号頌北) 3世紀ほか 7号召土こうより弥生土器

構穴盛群 層1支群 1穴、第2支群 10穴、第3支群 10穴 (計 21穴 ) G世紀後半～7世紀※追算は3Cまで Bl、 2支群消滅 須恵器ほか

火算菫 8～ 9世紀ごろ 肖露 須恵器・火碑骨



2.調査と保存の歴史
遺跡発見

1953年 (昭和28),出雲第一中学校の生徒が,

畑として開墾されていた西谷丘陵の上 (のち4

号墓と判明する)か ら土器を採取した。これが,

遺跡発見の端緒であり,池田満雄氏によって

「下来原西谷丘陵出土土器」として報告された

(『出雲市の文化財』第1集 )。 遺跡の性格は明ら

かでないものの,集落遺跡の弥生土器とは「製

作方法の相違点が著しい」とされた。

この土器の中に吉備の大型特殊器台と特殊壷

が含まれていることに注意が及ぶのは,1971年

(昭和46)の ことだった (F考古学雑誌』57巻 1

号・4号 )。 この年,西谷1号墓が発見され,遺

跡解明への手掛かりが得られた。

四隅発見

そうしたうち,西谷丘陵の西に県立出雲商業

高校の移転が計画され,こ れにともなう1号墓

の発掘調査が1972年 (昭和47)に行われた。す

ると,西谷1号墓が四隅突出型墳丘墓 (以下

「四隅」)と判明した。その北側には,箱形石棺

墓と土坑墓があった (F季刊文化財』17号 )。 こ

の頃,すでに安来市や松江市で見つかっていた

「四隅」が,出雲西部にも分布することが初め

て確認された。この段階では「四隅」は「発生

期の古墳」と認識されていたため,遺跡の報告

は「来原古墳群」としてなされた。

全容解明ヘ

「四隅」発見以後の70年代,遺跡の全容解明

に向けた調査が出雲考古学研究会によって行わ

れた。その成果報告では,この遺跡に「西谷墳

墓群」の名称をあたえるとともに,1～4号墓 ,

6号墓,9号墓の6基が「四隅」と認定された。

そして西谷墳墓群の特質として,第一に「四隅」

の群集性,第二に前期古墳との関連,第三に吉

備型特殊土器の問題,が指摘された (『西谷墳

墓群』古代の出雲を考える2)。 また,同書では

遺跡の保存と史跡指定を要望した。

第 1章 西谷墳墓群の概要

3号墓発掘

1983年 (昭和58),島根大学考古学研究室は西

谷3号墓の発掘に着手した。85年 (昭和6Cl)まで

の3カ 年の調査 (第 I期調査)では,墳丘規模 ,

突出部,そして第1主体に詳細な調査のメスが入

った。第1主体では,棺梓構造が解明されると同

時に,多数のガラス・碧玉玉類と大量の水銀朱

が発見された。さらに,棺惇埋設後にその上に

置かれた磨り石および大量の上器が発掘された

(『山陰地方における弥生墳丘墓の研究』)。

1988年 (昭和63)から92年 (平成4)の第Ⅱ

期調査では,第 1主体の西に並ぶ第4主体が調査

された。ここでも棺惇構造が確認され,ガラス

玉類と鉄剣および水銀朱が見つかった。墓坑上

にはやはり大量の土器が堆積していたが,その

下から4基の巨大な柱穴が発見され,特異な墓

上での祭儀が判明した意義は大きい (渡辺貞幸

1993)。 この一連の島根大学による調査によっ

て西谷墳墓群の文化遺産としての価値は飛躍的

に高まった。

古墳発掘

3号墓の調査が終盤を迎えた頃,遺跡を東西

に貫通する農道建設計画が起こり,これに先立

つ15。 16号墳の発掘調査が出雲市によって行われ

た (1991・ 92年 )。 15号墳は6世紀初めの方墳 (木

棺直葬),16号墳は5世紀後半から6世紀初めの円

墳 (箱形石棺)と報告された。16号墓からは鉄

剣や鉄鋤鍬先などが出上した (『西谷15。 16号

墓発掘調査報告書』)。 西谷墳墓群が弥生墳丘墓

とともに古墳を含むことが初めて明確となった。

史跡指定

1997年 (平成9),西谷墳墓群を国史跡に指定

しその保存と活用を目指す調査が始まる (出雲

市教委1998,2000)。 新たに7基の古墳が発見さ

れ,総数27基の弥生墳丘墓と古墳から構成され

ることがわかった。そして,2000年 (平成12),

大型「四隅」4基を含む一帯36,600だ が回史跡

に指定された。



確認調査

2002年  (平成14)から04年  (平成16) にかけ

て,指定地を中心として遺跡全体にわたり,遺

跡の内容確認と整備方針決定に向けた出雲市に

よる試掘調査が行われた。

島根大学との共同調査となった2号墓の調査

では,崩壊した中心の埋葬痕跡から国内4例 目

のガラス腕輪を発見した。

4号墓では突出部先端の状況が遺存していた。

また,最大規模の9号墓では周囲をめぐる立石

列が3列あることがわかった。

このような「四隅」に係わる新知見のほか,

遺跡内の古墳が前期から後期初頭におよぶこと

が半U明するなど,出雲西部における弥生時代か

ら古墳時代にかけての墳墓群調査としては画期

的な成果をあげた (F西谷墳墓群』)。

横穴墓

史跡指定地のうち,境内地となっている9号

墓を除いた1～ 6号墓の範囲はほぼ全面が整備対

象地であった。2号墓東側の丘陵斜面は崩落防

止のための整備工事が行われたが,その過程で

新たな横穴墓群 (西谷横穴墓群第2支群)が発

見され,2006年 (平成18)に発掘調査された

(『西谷横穴墓群第2支群発掘調査報告書』)。

また,指定地東方に計画されたガイダンス施

設 (出雲弥生の森博物館)敷地内でも試掘調査

によって横穴墓 (第3支群)が確認されたが ,
こちらは設計変更を行って保存するとともに,

遺構の平面表示整備を実施した (F平成19年度

出雲市文化財調査報告書』)。

西谷横穴墓群第2・ 第3支群の発見によって,

西谷横穴墓群は,西暦2世紀代の「四隅」から7

世紀の横穴墓群まで,実に500年 にわたる墳墓

の地であったことが半J明 したのであった。

参考文献
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第 2章 整備事業の概要

1日 整備に至る経緯

整備に至る背景

出雲市では,平成の時代になってから,市内

各所で国・県の大規模公共事業が急速に進めら

れてきた。これらの事業の多くが発掘調査を必

要とした結果,考古学的に貴重な資料の発見が

相次ぎ,古代出雲の歴史を解明する調査研究体

制の強イとが叫ばれつつあった。

一方で,出土した大量の歴史資料を今後どの

ように保管し,活用していくかが大きな課題と

なってきた。

また,1983年 (昭和58)か ら島根大学考古学

研究室が西谷墳墓群の発掘調査を実施し,古代

出雲の弥生王墓が人々の前に姿を現すようにな

った。その結果,西谷墳墓群は全国から多くの

注目を集める遺跡となった。

基本計画策定までの経緯

このような状況の中,出雲市は1996年 (平成

8)に歴史・民俗資料等保存活用に関する検討

委員会 (池田満雄委員長ほか委員13名)を設置

した。1998年 (平成10)に は,こ の委員会から

文化財行政の将来方針の提言がなされ,その中

で初めて西谷墳墓群を活用した博物館的拠点施

設の整備構想が示された。併せて,建設予定地

として西谷墳墓群近接地の2箇所も候補地とし

て示された。

また,1997年 (平成9)には文化財を活かし

たモデル地域づくり推進計画策定委員会 (藤岡

大拙委員長ほか委員17名)を立ち上げ,当時の

建設省と文部省が共同推進する「文化財を活か

したモデル地域づくり」の選定地を目指して,

出雲市と斐川町,加茂町 (現雲南市)の一市二

町による推進計画を策定し,国に提出した。

その結果,1998年 (平成10)3月 に全国10箇

所のモデル地域の一つに選定された。この計画

書の中では,西谷墳墓群と荒神谷遺跡,加茂岩

倉遺跡の主要遺跡を結ぶインフラ整備による広

域的な文化財活用と,重要遺跡周辺へのガイダ

ンス施設の充実を盛り込んだ。

この選定を受けたことによって,国庫補助事

業による道路整備などが加速度的に実施され ,

アクセスが容易になったことで,西谷墳墓群 ,

荒神谷遺跡,加茂岩倉遺跡は誰でも気軽に立ち

寄れる遺跡となった。

また,既に1995年 (平成7)とこ建設されてい

た斐川町の荒神谷博物館に続いて,2003年 (平

成15)に加茂岩倉遺跡ガイダンス施設も整備さ

れた。

出雲市においては,2000年 (平成12)3月 に

西谷墳墓群が国史跡の指定を受け,今後の具体

的整備方針を検討することとしていた。

そのため,同年2月 に先駆けて設置した西谷

墳墓群等整備検討委員会 (佐藤隆幸委員長ほか

委員■名)では,墳墓整備とともにガイダンス

施設の建設予定地および整備に向けた基本的な

考え方が2001年 (平成13)に提言された。

これを受けた出雲市は,2002年 (平成14)3

月に西谷墳墓群史跡公園整備基本計画書を策定

し,市議会をはじめ関係機関に公表するに至っ

た。

史跡公園と博物館の整備までの経緯

この西谷墳墓群史跡公園整備基本計画書で

は,墳墓整備とともに,ガイダンス施設の建設

についても,史跡公園の中核施設に位置づけ,

その内容についての方針・理念が示された。

よって,以後はこの基本計画に基づいて,史

跡公園整備と博物館建設について,その具体的

内容の検討が行われることとなった。それぞれ

委員会等を設立して,整備内容の審議を進め ,

各実施設計に反映させていったのであるが,こ

の審議過程や検討結果,実施設計の内容等につ

いては,第 3章で触れることとしたい。



表2 史跡整備の概要年表

年度 整備に係る主な事項

1996

H8

歴史・民俗資料等保存活用に関する検討委員会設置→平成 10年 2月 提言 【遺跡整備の提言】
簡易駐車場整備

1997

H9

文化財を活かしたモデル地域づくり推進計画策定 【出雲市・斐川町・カロ茂町連携計画】
遺跡分布調査・測量調査

1998

H10

遺跡範囲確認発掘調査

1999

Hll

西谷墳墓群等整備活用検討委員会設置→平成 13年 3月 提言 【公園・博物館基本構想】
西谷墳墓群が国史跡の指定を受ける(平成12年 3月 30日 )

2000

H12

史跡指定地 (公園用地)公有地化開始～平成 13年度完了

2001

H13

西谷墳墓群史跡公園整備基本計画策定 【公園基本計画】

2002

H14

西谷墳墓群整備指導委員会設置～暫定オープンまで随時

史跡指定地外 (公園用地)公有地化開始～平成 15年度完了
保存修理に伴 う発掘調査開始～16年度まで

2003

H15

古代出雲王墓館 (仮称)基本計画策定委員会を設置～平成 17年 3月 策定 【博物館基本計画】
園路・便益施設等工事開始

2004

H16

西谷墳墓群史跡公園 H出雲弥生の森暫定オープン (4月 29日 )

園路・便益施設等工事完了

9号墓保護工事開始～平成 17年度完了

2005

H17

出雲弥生の森博物館整備・活用検討委員会設置～開館まで随時

2号墓保護工事開始～平成 18年度完了

2006

H18

市議会主要施設調査特別委員会設置→平成 19年 3月 委員長報告
3号墓保存整備工事

2007

H19

博物館用地取得

博物館用地造成工事開始～平成 20年度完了
墳墓整備指導委員会設置～墳墓整備完了まで随時

2008

H20

1'4・ 5。 6号墓保存整備工事等
博物館建築工事ほか開始～平成 21年度完了
西谷 2号墓整備 。活用検討委員会設置～2号墓整備完了まで随時

2009

H21

2号墓保存整備工事等
公園管理道路用地取得

(史跡内墳墓整備工事完了)

2010

H22

出雲弥生の森博物館 J史跡公園全面オープン(4月 29日 )
公園管理道路完成



2.史跡指定と土地の公有化
出雲市では,1999年 (平成11)8月 23日 に,

整備事業に先行して墳墓群の国史跡指定申請を

行った。史跡指定は墳墓群の特徴である四隅突

出型墳丘墓の立地する丘陵2所 ,36,600.18ゴ

(実測面積)を対象地とし,2000年 (平成12)3

月39日付け官報第2839号文部省告示第48号にお

いて告示された。

その後,2000～2001年度に文化庁国庫補助事

業によって,指定地の内30,235,57だ の用地取得

を行い,既存公有地と併せ30,629.24だ を公有地

とした。

2002年度 (平成14)以降は,整備事業の進捗

に併せて指定地外の公有地化を随時進め,02年

度に4,053.73∬ ,03年度に711.28ど ,07年度に

4,901.41ど ,09年度に2,740.47どの用地取得をそ

れぞれ行った。なお,02年度の用地取得につい

ては,農林水産省国庫補助事業によって実施し

第 2章 整備事業の概要

た。

事業地の敷地面積合計は,既存公有地等を含め

伍 111.61∬ ,内Ql1472だが史跡公園,甲9饂9ご

が博物館の敷地となっている。

表3 公有地化の経繕

一甜
謝

１
，
μ
ｒ
狩だ
・
卜
Ｊ
Ｒ
＼

取得年度 取得面積 (下 ) 備 考

２。。。

Ｈ‐２
68958【
史跡公園用地 (指定地 )
文化庁補助事業

２００‐

Ｈ‐３
233397Z 史跡公回用地 (指定地 )

文化庁補助事業
２。。２

Ｈ‐４
40537〔

吏跡駐車場等用地
豊水省補助事業

２。０３

Ｈ‐５ 史跡公園用地

００

～

ｎｎ

２０。７

Ｈ‐９
4901.41 博物館用地

2008
H20
2009

27404う 公園管理道用地

合計 42642.46

図9 西谷墳墓群指定範囲 。9号墓 (S=1/1,000)



公 国 用 地

管 理 適 用 地

図10 西谷墳墓群指定範囲・史跡公園用地 (S=1/1,250)
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3日 事業体制と事業費

事業体制

史跡西谷墳墓群の整備事業は,2001年度 (平

成13)から合併前の出雲市を事業主体に具体的

に動き出した。その後,2005年 (平成17)3月

22日 に出雲市ほか1市4町が合併すると,この整

備事業は新市が引き継ぎ,2010年度 (平成22)

まで実施した。

事業費

史跡西谷墳墓群整備の事業費については,市

単独事業費 (起債事業費等含む)のほか,農水

省,文化庁の補助事業採択による国庫・県費の

補助金交付を受けて実施している。

事業費の総額は2,433,998千 円,う ち国庫・県

費の補助金額は農水省補助事業 (1999～ 2004年

度)が217,000千円,文化庁補助事業 (2003～
2010年度)が641,670千円である。

表4 事業体制 (合併以降)

表5 史跡西谷墳墓群整備事業費 (全体)

出雲市 (出雲市教育委員会の補助執行)

文化企画部長 米田拓朗 (H17)
板倉 優 (H18～ H20)

文化環境部長 吉井貴史 (H21～ H22)
学芸調整官  花谷 浩 (H18～ H22)
文化財課長  神門 勉 (H17)

主査

補佐

係長

担当者

石飛幸治 (H18～ H22)

川上 稔 (H17～ H19)
福田善実 (H22)

内村昌人 (H17～ H18)

清水良洋 (H19～ H21)

原 俊二 (H21～ H22)
須賀照隆 (H17～ H22)

三原一将 (H20～ H22)

吾郷和史 (H21～ H22)

大梶智徳 (H22)

*(  )は 主な所属年度

1境墓保存活用事業 440,400 7,424 44,872 149,287 22,485 664,468

特定財源 324,800 6,050 42,500 139,667 4,490 517,507
助

債

柿

補

起

の

庫

　

子

国 ０

０

０

０

０

０

５

０

０

０

０

69,167
70,500

0

０

９

０

４

７

０

０

一般財源 115600 1374 9,620 17,995 146,961

2史跡公園整備事業 484,000 0 0 0 0 484,000

特定財源 427000 427,000
助

債

他

補

起

の

県

　

そ

国 217,000

0
210000

０

０

０

217,000

0
,l n fln∩

一般財源 57,000 57.000

3博物館建設事業 32,224 185,997 695,363 371,946 0 1,285,530

特定財源 16,200 172,000 320,823 1,177,653

一納
離
帥

一酢
　　そ

一
0

16,200

0

Ｕ

０

０

４

４

Ｚ

４

一般財源 16,024 13,997 26,733 51,123 107.877

事業合計 956,624 193,421 740,235 521,233 22,485 2,433,998

特定財源 768000 178050 711130 460490 4490 2122160

一的離御

一一Ｆ υ

２

４

４

　

　

ク

Ｕ

０

０

０

０

∩

０

４

858,670
1,014,490
949∩∩∩

一般財源 188,624 29,105 60,743 17995 311838
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表6 西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」整備事業費

1墳 墓保存活用事業 440400 446a
特疋財源

Ｄ

馨

■

補

起

の

庫

　

そ

国

20,700

0

OV,16′

70,500

0

117

115,600 146961

484000
特 足 財 源

1   

国
星暑阜

427000
217000
0

210000
57000

合 計 924400
特 定 財 源 751800
国庫補助

起債
子のIIL

20,700

一般財旅 172600 2372 9620

主

な
事

業

内
容

墳墓保存活用事業

〕号墓崖面工事
七定地内用地

散得30,000ド

3号墓修復工事

責穴墓群調査

責墓整備指導会
置内整理業務ほか

146号墓整備工事

2号墓地形測量
2号墓実施設計
活用検討委員会

室内整理業務ほか

ど号曇関運工票 136,207

工事管理    2,132
占理道設計ほか  6,724
畳内整理業務ほか   939
管理適用地購入  3,015
舌用検討委員会   19
その他      251

′ヽシフ・報告書ほか

映像ソフHまか
公園看板設置
管理道新設工事

史跡公園整備事業

積得4,000浦   159,60(
虚車場34台分整備  6.96を

木憩便所棟打棟  30,66(
∃路整備

財

源
説

明

補助途

貫塁登備 =Xlヒ庁輸羽
282,00(

へ国整備=農水省 県補助

`日

園中 FBEI】 ク1760(

3,15(

貫塁警備 =ヌ化庁輛朗
21,80C

貫基登怖 =又化斤 TRl朗
69,16;

貫星蟹傭 =又化斤輛朗
3001

そのld
笠 繰 八    209,00(
付 金

表7 出雲弥生の森博物館建設事業費
(単位 :千円)

―

2004年度 (平成 16) 2C05年度 (平成17) 2006年度 (平成,9) 2007年度 (平成19) 2008年度 (平成20) 2009年度 (平成21)
合   計

金 額 項  目 金 額 項   目 金   割 項   目 金  額
,博物館建設事業 1,289,459

内

訳

窓合整備活用推進 懲合整備活用推進

とおΨ      Saa3

針併時例慣 」併特例横 半併特例債 学併特例嶺

化
今
Ｘ
葉
目
腱

主
な
事
業
内
容

瀬
８８５

購品備

博物館建設事業合計



第 3章 整備基本計画と実施設計

1.西谷墳墓群史跡公園整備基本計画の
内容

2002年 (平成14)に出雲市が策定した「西谷

墳墓群史跡公園整備基本計画書」 (以下「基本

計画書」)とこは,西谷墳墓群史跡公園「出雲弥

生の森」整備およびガイダンス施設である「世

雲弥生の森博物館」建設についての基本計画が

示された。

以下,こ の第3章の1(p.28ま で)においては,

「基本計画書」で示された主な項目について転

載しておきたい。

西谷墳墓群等整備検討委員会提言

西谷墳墓群史跡公園整備構想として,以下の

ような提言がなされた。

(1)基本方針

遺跡および遺跡周辺の環境を保護・展示する

ことにより,地域の歴史や社会情勢を表現する

野外博物館として,ま た地域の活性化を担う観

光資料として整備する。

<整備テーマ>埋蔵文化財を活かした地域づく

りの例点整備

(2)表示すべき遺跡の特徴

西谷墳墓群の発掘調査成果のみでなく,地域

の歴史像,神話の情報なども理解できる整備を

図る。

(3)整備範囲

出雲の王墓,四隅突出型墳丘墓の立地する国

史跡指定範囲のみでなく,無指定の追跡範囲お

よびその周辺を含めた範囲を視野に入れ,段階

的に全域の整備を目指す。

(4)ゾーニング

遺跡の性格,立地条件などから「弥生王墓ゾー

ン」,「巨大王墓ゾーン」,「古墳散策ゾーン」「中

央広場ブーン」に敷地を区分し,それぞれのゾー

ンの実態に即した整備・連携の計画を立てる。

(5)整備方法

<遺構整備>

墳墓の整備は盛土・張り芝等による墳丘の保

18

護・修復を基本とするが,四隅突出型墳丘墓に

ついては形状 。裾部を明示し,一部については

公園の目玉として墳丘や墓上祭祀の復元工事を

行う。

<施設整備>

①公園施設

案内解説施設を充実したものとする他,自然

や古代環境を体感しつつ学習・休憩ができる広

場・植物園,十分なスペースを持った駐車場な

どを整備する。園路等はバリアフリーにも十分

な配慮を行う。

②管理棟施設

市内埋蔵文化財中核施設としての「古代出雲

王墓館 (仮称)」 |こ ,公園管理機能を持たせて

建設することが効果的である。

施設は市内埋蔵文化財を将来にわたって総合

的に収蔵・整理・研究 。展示でき,体験学習も

可能な機能・スペースを実用面重視で確保する。

展示の内容は,西谷墳墓群をはじめとする市

内巨大墳墓をメインテーマとしつつ,古代の出

雲市周辺地域の歴史,出雲神話の内容等も総合

的に理解できるものが望ましい。

<維持管理>
計画地の維持管理や運営については,イ ベン

ト企画等の面で市民との協力体制を確立して管

理・運用の効率化を図るとともに,人々交流空

間としての機能を発揮させる。また,県内文化

財機関,学校教育機関とも協力・連携し,学

習 。観光機能の充実を図る。

管理施設には専任の学芸員等を配置し,常時

現地で説明・応対 。研究・展示企画等の業務が

行える体制を整える必要がある。

計画の理念と整備テーマ

(1)基本理念

① 遺跡の保存をより確実なものにする整備と
する。

② 遺構の復元・表示・展示・体験施設等によ
り,西谷墳墓群とその時代について,各年



齢層の市民が理解できるような整備とする。

③ 緑豊かな自然環境と調和した整備により,
地域の質を高め,地域住民が持続的な愛着

と誇りを持てるような整備とする。

④ 来訪者が豊かな気持ちをもてるような観光
資源としての価値を高める整備とする。

⑤ 出雲市の埋蔵文化野調査・研究並びに他の
遺跡との研究協力,連携の棚点となる施設

を含む整備とする。

第 3章 整備基本計画と実施設計

(2)整備テーマ

埋蔵文化財を活かした地域づくりの例点整備

～古代出雲の王墓「西谷弥生の森」～

整備方針

(1)整備範囲

国史跡指定範囲のみでなく,未指定の遺跡範

囲やその周辺を含めた範囲を整備の視野に入

れ,段階的に全域の整備を目指す。

(2)基本理念に基づく整備方針

表8 基本理念に基づく整備方針

古

代

出

雲

王

墓

公

園

①遺跡の確実な保存 遺跡・遺構の保護 履土等による遺構の保存

自然崩壊。開発事業からの破壊防止

②遺構の復元による西谷墳墓群

の歴史の理解

学習環境の形成 遺構及び歴史環境の視覚的表現

古代生活の体感

学習体験空間,学習教育教材

③緑豊かな自然環境との調和 緑地空間の保全・創出 緑地保全

良好な景観創出

地域の質を高める

住民が持続的な愛着と誇りを持つ

④観光資源としての価値を高める 観光資源の魅力の創出 来訪者が不便を感じないで快適に過ごせる空間

市内遺跡のネットワーク化

イベント会場

⑤調査・研究拠点としての活用 調査・研究成果の発信 古代出雲工墓館 (仮称)の建設

他遺跡との連携

文化財情報の発信拠点

ジー三ング

(1)ゾーニング

広範囲の計画地において合理的な計画を立案

するため,遺跡の性格や立地条件から計画地を

次の4つのゾーンに区分し,各ゾーンの実態に

即した整備計画を立てるものとする。

①弥生王墓ゾーン

史跡指定を受けた範囲で,3号墓など多くの

四隅突出型墳丘墓が比較的良好な状態で分布し

ている。墳丘墓の保存・復元とともに,メ イン

エリアとして公園施設の整備を重点的に行う。

②巨大王墓ゾーン

他遺跡とは離れているが,最大の四隅突出型

墳丘墓である9号墓が立地している。直上に神

社があって鎮守の森としての優れた景観をなし

ており,植栽等でさらに優れた景観形成を図る。

周辺の一部で崩壊が進み,早期に保護対策をし

なければならない。

③古墳散策ゾーン

広域農道の建設で南北に分断されているが ,

数多くの円墳・方墳が分布しており, 自然景観

にも優れている。散策路・展望型休憩施設等を

設置した自然公園として整備を進める。散在す

る遺跡の多くは十分な調査がなされておらず ,

整備実施に先立って発掘調査をする必要があ

る。

④中央広場ゾーン

各ブーン間の中央部にあり;各ゾーンをつな



ぐ位置にある。遺跡範囲外であるため施設整備

に適しており,公園管理機能を持った中核施設

「古代出雲王墓館」 (仮称)を はじめ,駐車場 ,

体験学習棟の建設予定地とする。

(2)ゾーン内エリア設定とエリア内の整備方針

各ゾーン間の連絡や機能を考慮した具体的な

エリアの設定を行う。各エリア内の整備方針を

以下に記す。

表9 各ジーン・エリア内の整備方針

ゾーン区分 ゾーン内エリア区分 エリア内整備方針

弥生王墓ゾーン メインサイ トエリア

[1]

遺跡の核となる丘陵。遺跡の情報や群集状況を

視覚的に表示する重点的整備を行う。

巨大王墓ゾーン シンボルサイトエリア

[2]

遺跡のシンボルとなり得る西谷最大の墳墓が立

地する丘陵。崩壊の危機にある崖面保護,見学

のための環境整備を行う。

古墳散策 ゾーン サブサイトエリアー 1

[3]

四隅突出型墳丘墓の性格を知る上で重要な中小

古墳群が立地する丘陵。最も自然が残るエリア

でもあり,遺跡とともに自然を散策できる環境

整備を行う。

サブサイトエリアー 2

[4]

丘陵の性格・整備方針とも上記エリアと基本的

に同様だが,他エリアから農道によって分断さ

れており,当該エリアヘの来園者誘導を図るた

め広場,休憩施設,駐車場を整備する。

中央広場ゾーン エントランスエリアー 1

[5]

主要アクセス道路から遺跡への導入部であり,

かつ公園主要施設用地に隣接した平坦地。駐車

場 。休憩施設等公国の起点となる施設や古代出

雲王墓館 (仮称)等を建設し,市内埋蔵文化財

中核施設 。公園管理施設として整備する。農道

でエリアが分断されるが一体的に利用する。

エントランスエリアー 2

[6]

ネットワークエリア

[7]

各ゾーンを連携する地域。公園全域での周遊性

を図るため,広場 。公園・駐車場を整備する。
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図11 エリア設定平面図 (S=1/6,000)

遺構保存 。展示計画

遺構の保存整備は,基本的に盛土による遺構

の保護・整形を行い,その表面を芝貼等で保護

するものとする。また,墳丘およびそれに隣接

した範囲は立木を除去し,根による遺構の破壊

を防ぐとともに見学者が墳墓の形状を観察し易

いようにする。

墳丘の修復・復元を行う場合は,発掘調査の

結果から推定される築造当時の原形を基本とし

て,各墳墓における遺構・地形の現状に合わせ

た工法を検討する。

なお,いずれの墳墓も標柱 。説明板等で分か

り易い解説を行い,遺構整備とあわせて視覚的

な学習ができるようにする。

(1)弥生王墓ブーン

<2号墓>
遺存する遺構の状況から原形が推定可能な四

隅突出型墳丘墓であるが,墳丘上部を中心に大

きく破壊されており,残存部のみでは原形の情

報が視覚的に理解しづらい。

墳墓の原形を視覚的に見学者が理解できるよ

うにするため,復元整備を行うことが適当と考

えられる。

復元整備については,現存する遺構面を盛土

等で保護した上に2号墓築造当時の姿を完全復

元することが望ましいが,中心となる埋葬主体

が破壊によって復元不可能であるため,3号墓

の調査で明らかになった埋葬主体,墓上祭祀の



状況を2号墓で復元することも検討する。その

場合には,見学者の誤解がないように埋葬主体

の復元資料が3号墓のものであることを現地に

表示する必要がある。

具体的な工法等については,今後復元整備に

必要な発掘調査を行った上で再度検討して決定

することとする。

<3号墓>

最も保存状態が良い四隅突出型墳丘墓。発掘

調査の結果,墳丘・主体部・副葬品 。墓上施設

遺構など墳墓の全体像が判明しており,西谷墳

墓群を代表する墳墓となっている。

良好な保存状態を維持するため,盛土・芝貼

による遺構保護を中心に行い,現状の大規模な

改変は行わないものとする。ただし,墳丘北・

東側の江戸時代に積まれた石垣は盛土で全面的

に覆い,時代的な誤解を与えないようにする。

その場合には,整備前の状況との情報錯誤を避

けるため,また近世文化を継承するため石垣の

説明も現地で表示する必要がある。

発掘調査の情報については,石材等による裾

部の位置 。構造表示,等倍写真パネル等による

主体部表示を行い,墳丘の改変を極力行わない

方法で視覚的な表示を行うものとする。

<4号墓>

突出部の破壊が著しいが,方形部の保存状態

が比較的良好な四隅突出型墳丘墓である。これ

までの発掘調査の結果,断片的ではあるが墳丘

の配石構造等が確認されている。特に,墳丘南

側は低い石垣状に積まれていることが特徴的で

ある。

遺構を保護しつつ配石構造等4号墓の特徴を

視覚的に表示できる整備が望ましい。具体的な

工法等については,今後墳丘の全体像を把握す

るための発掘調査を行った上で,再度検討して

決定することとする。

<1号墓・6号墓>

小形の四隅突出型墳丘墓である。いずれも墳
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丘の大半がすでに破壊されており,正確に原形

を復元できる情報も残されていないが,過去に

発掘調査等が行われており,残存部の概要は把

握されている。

整備は残存する遺構の盛土・貼芝による保護

を中心に行い,発掘調査の情報表示方法は今後

現状を把握するための追加調査を行った上で決

定することとする。

<5号墓・17号墓>

四隅突出型墳丘墓以外の墳丘墓であるが,い

ずれも原形を留めておらず,発掘調査からも正

確な墳丘の形状が把握できないため,現地形を

補修する形で盛土・貼芝による保護を行う。

ただし,必要に応じて追加調査を行い出来得

る限りの情報を得た上で整備を行う必要がある。

<呑外3号墓>
無墳丘墓で,発掘調査も行われている。盛土

による保護を行い,遺構の情報は解説等で表示

する。

<番外1号墓・番外2号墓>
無墳丘墓で,過去に発掘調査が行われている

ものの現在正確な位置が不明となっている。再

調査により所在を確認した上で,盛土による保

護を行い,遺構の情報は解説等で表示する。

(2)巨大王墓ゾーン

<9号墓>

最大の四隅突出型墳丘墓であるが,未発掘の

墳墓であるため詳細は不明である。墳丘の一部

と周辺の丘陵が大きく崩壊しており,今後の更

なる崩壊も懸念される。墳墓上に神社が鎮座し

ているので,大部分について当面の整備,公園

化が困難である。

最も懸念される崩壊部の保護工を最優先で進

めることとする。その他の整備については,将

来の保護・活用にむけて遺跡の情報を把握する

ための発掘調査を行った上で,地権者の協力を

得ながら解説表示,草刈,ベ ンチ設置等の環境

整備を順次行うこととする。



<18～ 20号墓>
9号墓に隣接する四隅突出型墳丘墓以外の墳

丘墓であるが,9号墓と同様詳細不明であり,

立地する丘陵の崩壊も懸念される。立地的に9

号墓と一体的な整備が望まれるため,当面は整

備方法も9号墓に準じるものとする。

(3)古墳散策ゾーン

<現存する墳墓>

古墳時代の古墳等と推定される墳墓群である

が,大部分の発掘調査が行われておらず詳細は

不明である。立地する丘陵は地形の改変が比較

的少なく,自然環境を活かした公園整備が可能

である。
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自然環境に調和することを主眼に入れ,基本

的に盛土・貼芝による遺構保護を中心とした整

備に留めることとするが,今後発掘調査を実施

し,その調査成果に即した整備方法を再度検討

するものとする。

<消滅した墳墓>

8,15,16号墓,番外4号墓が該当するが,そ

の大部分が現在の道路上等に立地していたもの

であり,現地での情報表示が困難である。

総合解説やガイダンス施設等,遺跡の全体像

を学習できる場で残された情報を表示し,過去

に存在した墳墓についても理解できるようにす

る。

貼石と貼石の間は、

粘質の上を詰め固定

河原石

20～ 40cm

賠石作業は下から上へ行われた

Э U留 4UCm人 形 ゞ傾

堀形内に据えられている

(砂賞良質土)
γ歳1.9t/m3
φ=30C
C=1.Ot/m2以上

図12 3号墓の墳丘斜面参考図



回路広場

(1)園路

来場者が史跡内の墳墓を効果的に巡ることが

できるように,駐車場 (中央広場ゾーン)～弥

生王墓ゾーン～巨大王墓ゾーン～古墳散策ゾー

ン～駐車場 (中央広場ゾーン)と いった主要周

遊ルートを基調として,効果的に墳墓の見学が

できるよう配慮する。

① 弥生王墓ゾーンには,周遊ルートの他に主
要駐車場中央部の便所 。休憩施設付近から案

内・解説施設前を通って,ゾーンのメイン遺

構である2～4号墓付近へ直接アクセスできる

園路を設置する。

3号墓 。4号墓間には既存道が存在している

が,これは谷の北側を通って現在の史跡入口

へと至るルートであり,直接遺跡へ至る園路

としては使用できないため,この園路につい

てはそのほとんどを新設する。

② 園路の一部には自動車によって丘陵上部ま
で行ける遊歩道兼車道を整備する。自動車の

通行に関しては,障がい者など自力で丘陵上

部まで行くのが困難な人や,管理のため必要

な場合のみ許可し,普段は車止めなどをして

自動車の進入を制限する。

駐車場南から4号墓付近に至る谷は,こ の

道路に必要な勾配・幅員等を確保でき,なお

かつ,既にある程度人の手が加わっている場

所であるため,比較的大きな地形の改変を伴

う車道の整備を実施しても差し支えなく,適

した場所である。

③ 4号墓付近より1号墓に至るまでは比較的平

坦面であり,自動車が入ることができなくて

も車椅子の自力での通行および管理について

は問題ないと考え,既存道の修復・整備によ

り遊歩道として整備する。また,その際に墳

墓残存部分及び想定部分に係る園路について

は,木橋を使用するなど墳墓の保護を視野に

入れた遊歩道整備としなければならない。
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④ 主要駐車場から9号墓方向への移動は,歩
道のない既設の車道 (農道)を なるべく使用

しないで,既存の住宅地内の道路を利用する。

そのための舗装の見直しや植栽,道標設置等 ,

環境整備が必要である。

また,各エリア間のアクセスについては既

存の車道を横断するようになるが,安全確保

のために横断歩道を適切な位置に配置する。

(2)広場

① 史跡公園のメインとなり,最も来場者が訪
れると考えられる弥生王墓ゾーン内に,イ ベ

ントや野外体験,憩いの場など幅広い利用の

できるスペースとして広場を整備する。

弥生王墓ブーン南側には比較的広い谷があ

り,広場創出にもっとも適している。この場

所には因路整備も計画しており,来場者も訪

れやすいものと考えられるため,こ の場所を

広場予定地と選定する。また,幅広い用途に

使用できる広場とするため,芝生広場とする

ことが良いと考える。しかし,当該地は史跡

指定地内であり大規模な造成等を行うことは

望ましくないため,必要最低限の造成で緩斜

面状の広場をつくる。

学校の屋外授業として利用する場合,一度

に全員集合できる広場が必要である。来園者

一人当りの公園有効面積を1ご と想定すると,

1学年40名 ×4ク ラス =160名 となる。必要有

効面積は余裕を見込み約200ご としても,現

在計画している芝生広場は約700だ あり,充

分満足するものである。

② 駐車場北側にも平坦地が存在しており,こ
の場所も広場として整備することが可能であ

る。この場所は巨大王墓ゾーンヘと至るルー

トの途中に位置していることから,散策中の

景観を楽しむ場所,ま た,憩いの場として使

用することが考えられる。

また,当該地は駐車場用地よりも一段低く,

現状で湿地となっている。この特性を活かし



季節の花と水辺の景色を楽しめるような,水

辺の施設を整備することが望ましい。

水辺で生育し,花の咲く時期には非常に良

好な景観を得られることから,古代蓮池の整

備を行う。古代蓮は近接する斐川町荒神谷史

跡公園に植えられているが,株分けして整備

することで,他遺跡とのネットワークの一助

とすることも考えられる。

また,出雲地域は「出雲国風上記」が完本

として伝わっていることも歴史的な特徴であ

り,薬草なども記されていることから,これ

らを植えた薬草園を整備し,「出雲国風上記」

の一端を理解する一助となるよう配慮する。

薬草園で育てる薬草は体験学習の教材として

も活用することも可能である。

③ 古墳散策ゾーン (サブサイトエリアー2)は ,

中心施設から離れているが,このエリアヘの

誘導を図るため北側に広場を設ける。野外体

験学習やイベントなどに使用すると共に必要

に応じて駐車スペースとしても使用する。

④ 9号墓前の道路沿いに広場を設け,来場者

に対する憩いの場とするとともに,一部は地

元住民が日常生活において気軽に利用できる

よう遊具等を設置する。また,中心部でのイ

ベント開催時における予備の駐車スペースと

しても使用できるようにする。

中核施設計画

(1)中核施設の機能と内容

<学習機能>
。現地見学では理解しにくい事柄について,西

谷墳墓群の総合的理解を深めるためのガイダン

スを行う。

・西谷墳墓群だけではなく,周辺遺跡への理解

を深めるため展示を行う。

・土器づくり,石器づくり等といった体験学習

を通して古代の生活・技術に触れ,これらへの

理解を深める。

・歴史講座などの小規模な講演会により西谷墳
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墓群を含めた郷土の歴史への理解を深める。

<情報発信機能>
・出雲市周辺遺跡のパンフレットを配布するな

ど,他遺跡との情報を発信し,遺跡間のネット

ワークを図る。

・情報端末等による様々な情報の検索をできる

ようにする。

<休憩機能>
・ロビーにベンチ等を置き,必要数のトイレを

設置するなど,休憩施設としても利用できるよ

うにする。

<管理機能>
。日中は管理員が常駐し,史跡及び施設の管理

を行う。

<埋蔵文化財中核機能>
。遺物収蔵庫,遺物整理作業室などを設け,出

雲市内埋蔵文化財の例を点とする。

(2)中核施設の位置

こういった機能をもつ中核施設を建設するた

めには,ある程度まとまった平坦地が必要とな

る。

「ゾーニング」で検討したエリアでは,3箇

所の平坦地 (エ ントランスエリアー2,ネ ット

ワークエリア,サ ブサイ トエリアー2)がその

候補として考えられるが,こ こで計画しようと

する施設は公園の中核・シンボルとなる施設と

いう特性上,公園の入口に配置することが望ま

しい。また,弥生王墓ゾーン,古墳散策ゾーン

とも接しており,主要駐車場にも近く,来園者
への対応や公園施設の管理が効率的に行えるエ

ントランスエリアー2が適している。

また,公国内の芝生広場が近いため,野外で

のイベントや体験学習等にも一体的に活用でき

る。

ただし,当該地に中核施設を配置するには敷

地面積に制約があるため,2階建以上としたり,

地下室を設けるなど土地を有効に利用する必要

がある。
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図13 西谷墳墓群史跡公園基本計画平面図 (S=1/2,500)
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便益施設計画

(1)駐車場,駐輪場

駐車場の選定を行う際に

ア)車道,史跡及び中核施設に隣接すること。

イ)駐車場台数の検討により予測される台数

を確保できる平坦面がとれること。

を条件とすると,弥生工墓ゾーン西側の平坦地

(エ ントランスエリアー2)が適していると考え

られる。

ただし,当該地は前面道路の縦断的な高低差

が約6だ (南側入口部約31.5だ ,北側入口部約

25.5だ)あ り,現状では2段 となっている。一

面の平坦地で造成すると高い土留擁壁が必要と

なり,景観上も利用上も好ましくないため,現

地形を利用して2段に整地することとし,中央

部に段差 (高低差2.0ど のゆるい則面)を 設け

る。なお,段差部分には階段と車椅子用のスロ

ープを設け,上段下段の駐車場 。広場の行き来

が容易にできるようにする。

他エリアに位置する平坦地は上記の条件に符

号しない点もあるが,と りあえずは広場として

おき,必要に応 じて駐車スペース (2ケ所)と

することとする。また,駐輪スペースを駐車場

の一部に設ける。

(2)便所棟 (休憩スペース併設)

史跡へのメインエントランスとなる園路は駐

車場中央に位置しており,こ の部分に来場者が

集まると予測されるため,利便性を考慮すると

この近 くに休憩施設を設置するのが適してい

る。また,主要駐車場は地形の制約によって中

央部に法面が生じるが,こ の法面の上に便所棟

(休憩スペース併設)を設けることにより,限

られたスペースをより効率的に利用できるた

め,こ の場所を選定する。

公園施設の駐車場部での便所棟では便器故障

等を考慮し,男子小便器は2つ として計画を行

い男子大便器は1つ を和式便器で計画し,も う

ひとつを年輩者等足腰が弱っている人のために
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洋式便器で計画した。女子便所の便器数は,使

用サイクルが男子に比べて長いために最小3つ

の便器が必要となり,今回の計画においては和

式便器を2つ ,洋式便器を1つ として合計3つの

使器数とする。さらに身障者用の便器を1つ計

画し,身障者用便所施設には管理棟とも連結し

た緊急連絡用設備を計画する。また,水飲み場

についても身障者にも使いやすい構造のものを

計画する。

なお,併設される休憩スペースはゆったりと

した広さを確保 して利便性を図り,史跡の案

内・解説機能を備える。

現在駐車場に,大津小学校の6年生が総合的

学習の中で西谷墳墓群について考え,集大成と

して製作 した4枚の絵画がある。整備の際は,

これらの絵画を陶板焼付などの方法で活用して

いきたい。

(3)休憩施設

弥生王墓ゾーンにおいて,西谷墳墓群史跡公

園の特徴である四隅突出型墳丘墓が並んでいる

状態が列視でき,古代よりの川である斐伊川 ,

現代の川である斐伊川・神戸川放水路が一望で

きる場所に展望型休憩施設を設置する。

展望型休憩施設は,計画地周辺及び墳墓から

も見える位置に設置されるため,景観に配慮す

るとともに時代的誤解を与えないようなデザイ

ンにすることが求められる。

また,古墳散策ブーンにおいては斐伊川及び

放水路等が展望できる場所と,駐車場北側の蓮

池・薬草園を見下ろせる場所に,眺望を活かし

た憩いの場とする目的で東屋を設ける。

また,ビューポイントの検討により眺望の良

好な場所で,散策路脇の平地部が確保できる場

所には,ベ ンチを設けて休憩スペースとする。



2.墳墓整備の実施設計に至るまでの検討
西谷墳墓群にある各墳墓の具体的な整備内容

については,西谷墳墓群史跡公園整備基本計画

書 (以下「基本計画書」)で示された整備方針

や理念に基づき,次のとおり検討を進め実施設

計に至った。

3号墓と6号墓の整備内容検討

3号墓と6号墓の整備内容については,「基本

計画書」の段階で,既に基本設計までの内容が

盛り込まれていた。

2002年度 (平成14)には西谷墳墓群整備指導

委員会 (永田滋史委員長ほか6名 )を設置して

さらに検討が進められ,同年度の西谷墳墓群史

跡公園第1期工事測量調査設計業務において,

検討内容が盛り込まれた実施設計が完成した。

「¬
|
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3号墓は,ほぼ基本計画のとおりの内容で実

施設計が完成した。整備方針をまとめると,次

のとおりである。

<3号墓>

① 良好な保存状態を維持するため,盛土・貼
芝による遺構保護を中心に整備を行い,大規

模な改変は行わないものとする。

② 墳丘北 。東側の江戸時代に積まれた石垣
は,盛上で全面的に覆い,時代的な誤解を与

えないようにする。

③ 発掘調査の情報については,石材による裾
部の位置・遺構表示,等倍写真パネルによる

主体部表示を行い,墳丘の改変を極力行わな

い方法で視覚的な表示を行うものとする。

聡。／
／
ν一

ヾ

＼ 象 彰 公
く

図14 3号墓整備計画平面図 (S=1/1,000)



6号墓については,基本計画の内容を具現化

するために,さ らに踏み込んだ検討が加えられ

た。内容は次のとおりである。

<6号墓>

① 整備は崩壊が進む南側および西側斜面の保
護を行う。

② 崩壊斜面には,盛上のうえに連続繊維補強
上による法面保護を行い,種子吹付によって

安定化を図る。

③ 6号墓は高い位置にあるため,防護柵を設

置する。なお,遺構を傷つけないよう盛上の

範囲で設置を行う。

④ 列石の確認は不明瞭だったので,墳裾の境

界表示はしない。

9号墓の整備内容検討

9号墓は神社の境内地となっている。このた

め,当面の整備,公園化が困難であることから,

「基本計画書」においては崩壊部の保護工を最

優先で進める方針が示された。

また,崖面保護については早急に対策を立て

る必要性があったため,公園整備とは別に「急

傾斜地保護計画 (9号墓を対象として)」 が示さ

れ,保護工法の検討も行われた。

これに基づき,西谷墳墓群整備指導委員会を

中心に具体的な整備内容の検討が進められるの

であるが,工法検討にあたっては次のJ点が考慮

膠

徴

沖
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＞

図15 9号墓整備計画平面図 (S=1/400)



された。

① 墳墓保護を目的としており,原則として切
土をしない。

② 公有地内での工事ではないため,地権者同
意を得た上で工事を行う必要があり,で きる

だけ史跡指定地範囲内で施工箇所が収まるの

が望ましい。

③ 景観に配慮した工法が望ましい。
2003年 度 (平成15)の西谷9号墓保護工事測

量・調査・設計業務において,上記の検討内容

を盛り込んだ実施設計が完成した。

整備の工法としては鉄筋挿入工,簡易法枠工 ,

連続繊維補強土 (ジオファイバー)工 ,植生基

材吹付工が設計された。

また,整備箇所については墳丘の南側 (A工

区),東側 (B工区),北側 (C工区)で計画さ

れたが,地元の都合もあり,実際に整備を実施

したのは南側 (A工区)と 北側 (C工 区)であ

る。

1号墓と4号墓の整備内容検討

1号墓と4号墓については,2007年度 (平成19)

の西谷墳墓群整備指導会 (渡辺貞幸委員ほか3

名)に より具体的な整備内容が検討された。

そして,同年度の西谷墳墓群 1・ 4号墓保存整

備設計業務において,検討内容が反映された実

施設計が完成した。整備内容の主な点は次のと

おりである。

<1号墓>

① 東側の突出部とその周辺の地形を復元す
る。 (残存する遺構の保護)

② 東側以外の部分は,斜面上で復元が大規模
になることや推定位置がはっきりしない事か

ら復元しない。

③ 東側以外は,崩壊した箇所である事が解る
方法による。

崩壊部分は,盛土をする。北側への盛土に

ついては,南側の遺構外郭部の高さを考慮し

た高さで法尻位置を計画し,現況地盤へ招り
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付けを行う。

④ 盛土厚については遺構保護部分を20～
30cm程度とする。

③ 表面処理について,復元部は張芝,保存部
分は,ソ イル系舗装・種子吹付による。

<4号墓>

① 外観が確認できる程度の整備とする。 (遺
構外郭部の表示)

② 盛土厚は,20～ 30cm程度。地形形状によ
りlm程度の箇所もある。

③ 表面処理は,遺構全体を張芝とする。
④ 四隅突出部の内北西側をスロープとし,墳
丘部への昇降路とする。

⑤ 北側東側の急勾配部は,連続繊維補強土と
する。

⑥ 東側は見学者の通行の安全確保上,植栽を
計画する。但し,裾周りの散策に支障が無い

位置とする。

2号墓の整備内容

2号墓については,東側の崖面保護と墳丘の

復元整備が行われており,前者は2002年度 (平

成14)に 3号墓や6号墓と併せて実施設計が行わ

れ,後者は2008年度 (平成20)に設置した西谷

2号墓整備・活用検討委員会 (渡辺貞幸委員長

ほか4名 ,指導機関 :文化庁記念物課・島根県

教育庁文化財課)で整備方針が各議された。

崖面保護については,西谷墳墓群整備指導委

員会を主として工法が検討された結果,砂質土

西谷2号墓整備・活用検討委員会



とジオグリッド材を交互に水平に重ねていくジ

オグリッド補強土壁工を採用することが決まっ

た。この工法で築く擁護壁は,崖面における円

弧すべ りなどの崩壊を防ぐことができ,かつ ,

2号墓の復元で盛土を行っても,その荷重に十

分耐えうるものとなっている。

墳丘の復元整備については,「基本計画書」

において「築造当時の姿の完全復元が望ましい」

と整備方針が示されていた。さらに,埋葬主体

についても,復元の方向性が示されていた。

これらを受けて具体案を実施設計に収敏させ

るため,委員会を7回催して整備内容の検討を

重ねた。その結果,ま とまった主な整備内容は

次のとおりである。

① 墳丘が削平されている箇所に展示室を建設
し,全体を盛上で覆って貼石も施し,墳丘復

元を行う。

案 1.「ミラービジョン」を用しヽた演出

‐■‐・、

i盟
地層表現 (FRP達形)

グラフィックパネ,レ

② 墳丘,埋葬施設などを実物大で見せ,体感
させるための整備とし,史跡を正しく理解で

きる外観を重視すること。

③ 2号墓の中心主体と第1主体を元位置に近い

場所でそれぞれ復元展示すること。その際、

3号墓の資料を用いる場合は,見学者に誤解

が無いようにすること。

④ 展示スペースヘの出入口は階段とスロープ
の2箇所とする。墳頂部には転落防止柵を設

置する。

⑤ 中心主体はミラービジョンを用いた演出と
する。発掘状況を再現し,見学者の操作で復

元状況へと切り替わるものとする。

以上の内容を盛り込んだ実施設計は,2008年

度 (平成20)|こ西谷2号墓保存整備実施設計業

務委託として発注を行い,同年度末に完成する

に至った。

i,ゞ 粋 ■r
埋舞人物模裂十割聾品 (レプリカ)
権 (造形)

ハーフミラー

発掘時状況

図16 検討段階の主体部展示案



3.ガイダンス施設の実施設計までの経緯
基本計画策定にあたって

出雲市は2004年 (平成16)2月 からガイダン

ス施設の基本計画を策定するために,古代出雲

王墓館 (仮称)基本計画策定委員会 (渡辺貞幸

委員長ほか委員6名 )を設けた。

委員会の審議と併せて,島根県教育委員会文

化財課の助言も受けながら基本理念,施設機能,

建設地,展示計画など今までの各種提言内容か

らさらに踏み込んだ基本計画書を2005年 (平成

17)3月 に策定した。

基本計画の内容

古代出雲王墓館 (仮称)基本計画策定委員会

では施設の基本理念が掲げられた。その中には

出雲市がかねてから抱えている課題であった埋

蔵文化財調査機能の充実を図るため,西谷墳墓

群のガイダンス施設に埋蔵文化財センターを併

設することが盛り込まれた。

これを受けて展示設備,研究設備およびマン

パワーを相互連携し,相乗効果があがる効率的

で機能的な施設を目指すこととなった。

そのほか,施設整備の基本的な考え方,諸室

機能と配置,展示の基本方針や展示構成,活用

方針から管理運営方針まで,具体例を示しなが

ら基本計画をまとめた。

庁内連携協力体制の強化

2005年 (平成17)3月 22日 に出雲市ほかl市4

町が合併し,新たな「出雲市」が発足した。新

市のグランドデザインの中において,西谷墳墓

群ガイダンス施設の整備が主要重点施策の一つ

に掲げられた。

同年7月 には建設に向けた王墓館創設準備室

を新設し,本格的な整備体制をとるとともに,

庁内では,王墓館建設活用プロジェクト会議を

設置した。当時の助役を委員長とし,委員には

文化財課のほかに財政課,市民活動支援課,観

光政策課,建築課,学校教育課,生涯学習課の

各課長がメンバーとなり,庁内調整とともに連
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携協力体制の強化を図った。

市議会での審議

出雲市議会においても合併後の新市における

様々な分野において,グランドデザインに掲げ

る主要事業に対して意見が交わされた。

特に当博物館建設については,2006年 (平成

18)3月 に主要施設調査特別委員会が設置され,

建築規模や事業費,完成後の活用方法や管理運

営体制などが集中審議された。

山代裕始市議を委員長とした委員15名は,先

進地視祭として福岡県前原市伊都国歴史博物

館,古代仰験館おごおり埋蔵文化財調査センタ

ー,太宰府市文化ふれあい館,九州国立博物館

を視祭し,審議の参考とした。

同特別委員会から2007年 (平成19)年 3月 に

博物館の建設規模を建物延べ床面積3,000ご以

内,本体建築工事費を10億円以内とする最終委

員長報告がなされた。

基本設計の検討

外部有識者からの意見・要望をできるだけ反

映させたガイダンスとするために,2005年 (平

成17)10月 には出雲弥生博物館 (仮称)整備・

活用委員会 (渡辺貞幸委員長ほか委員12名 。の

ちに「出雲弥生の森博物館整備・活用検討委員

会」)を発足させた。

基本計画に基づく基本設計,工事施工方法 ,

活用方法及び管理体制等を当委員会で審議した。

完成に至るまでの約4年間,当委員会から

様々な意見,提言,要望を受け,こ れらを可能

な限り具現化させ専門性を備えながらも,子 ど

もから高齢者まで親しめる博物館を目指して事

業推進した。

当委員会は計13回の会議を開催し,2007年度

(平成19)には分科会として展示専門部会を設

け,計8回の会議を開催した。

基本設計の策定

基本設計は,基本計画を基にした設計業者提

案型のプロポーザル方式によることとし,2005



年 (平成17)12月 に募集を開始し,8提案が寄

せられた。審査は,設計業者選定審査会 (熊谷

昌彦委員長ほか4名)が2006年 (平成18)1月 に

公開ヒヤリングを開催し,最優秀提案を選定し

市長へ報告した。

最優秀提案では, 1階に研究室と図書情報コ

ーナー,体験コーナーなどを配置し,市民と研

究者が近い距離間で交流できる空間を作 り上げ

ることで,市民参加の機会を設ける仕組みづく

りが提案された。

この提案は,市民と協働する博物館活動をイ

メージさせた点が高く評価され,こ の提案業者

に基本設計業務を発注することとなった。

設計作業は最優秀提案内容と市議会特別委員

会の報告を尊重しながら進められ,2007年 (平

成19)3月 に完了した。

実施設計

基本設計をさらに具体化させ,施工業者に発

注できる形とするため,個別の工種毎に実施設

計を行なった。

主な実施設計としては,建築工事,設備工事 ,

展示工事が挙げられる。

いずれの設計業務も指名競争入札により業者

を決定し,2か年度にかけて設計が完了した。

施設名称の決定

それまでの施設名称は仮称で表現してきた

が,少 しでも早く広報 PRにつなげていくため

に,正式名称を早期決定する必要があった。

施設名称の決定については,親しみやすさや

西谷墳墓群との一体性を重視し,整備活用検討

委員会において絞 り込まれた5つの候補名の中

から市長決裁により2007年 (平成19)4月 に

「出雲弥生の森博物館」に正式決定した。

シンボルマークとマスコットキャラクター

施設を表現するシンボルマークとマスコット

キヤラクターのデザインを全国から公募した。

応募作品数はシンボルマーク846点 ,マスコ

ットキヤラクター866点 であり,整備・活用検

34

討委員会において最優秀作品を決定した。募集

要項において応募作品の版権及び使用許諾権は

出雲市に帰属することを明示 したことによっ

て,その後の広報活動に大いに役立った。

また,キ ャラクターの名称については市内小

中学生から提案募集を行ない,出雲市立今市小

学校児童及び大社中学校生徒の2名から応募の

あった「よすみちゃん」に決定した。

出雲弥生の森博物館整備・活用検討委員会

設計業者選定審査会

博物館マーク・キャラクター選定
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1日 田園空間整備事業による史跡公園整備

西谷墳墓群史跡公園の整備は,まず,農林水

産省の補助事業である田園空間整備事業の一環

として行われた。

この事業は,「田園空間博物館」という屋根

のない博物館の中に,農村地域の様々な魅力あ

るものを展示物として見立て,それらを保存 。

復元・活用することにより,美 しい田園空間の

創造と地域の活性化を図ろうとするものである。

西谷墳墓群史跡公園は,この田園空間博物館

のサテライト施設として位置づけられ,1999年

度 (平成11)から2004年度 (平成16)にかけて

出雲市が整備を行った。

主な整備としては駐車場整地工事,休憩便所

棟建築工事,浄化槽設置工事,電気 。給水設備

工事,公園整備工事,植栽工事が挙げられる。

駐車場整地工事

駐車場整地工事は2002年度 (平成14)に史跡

指定地外の用地4,053∬ を取得して行った。

下来原農道沿いの取得用地に約1,200だ の盛

表10 田園空間整備事業費内訳
(単位 :円 )

駐車場整地工事前

駐車場整地工事完成

「西谷からロマン飛行」

史跡公園のエントランスでは

大きな絵が来園者を出迎える。

地元の大津小学校6年生が卒業

制作で2000年 度 (平成12)に手

がけた作品である。

史跡公園の整備には,地元の

子どもたちの思いや期待も注が

れた。

年度 整備内容 補助対象額 補助対象外
1999
(平成二1)

事業供出費 (共通計画書製作等 ) 2,160,000

2000
(平成 12)

2001
r軍虚 ほぅ 指定地外駐車場測量

・整地実施設計 4,095,000

2002

(平成 14)

指定地外用地取得 (4,053ド )

駐車場整地工事

実施設計 (公園・建築・設備 )

その他工事・業務等

159,619,471

4,117,050

19,638,700

717,150

2,844,450

3,553,200

2003

(平成 15)

実施設計 (園路・橋梁)

休憩便所棟給排水工事

休憩便所棟建築工事

浄化槽設置工事

公園電気設備工事

公園給水設備工事

公園整備工事

その他工事・業務等

3,990,000

4,252,500

14,122,500

12,285,000

13,408,500

7,854,000

136,414,950

2536.800

7,611,450

2004
(平成 16)

公園整備工事

植栽工事

その他工事・業務等

24,634,05(

11,452,10(

690,37【

その他経費

工事雑費(窓口担当課所属予算)

894,500

13,877,354

含 討 436,760,000 14,009,100

財 源 肉訳

国県 217,000,000

寄付金 39,964,800

基金 170.000,000

一般財源 9,795,20C

436,760,000



土を行い,駐車場や公園エントランス用地とな

る箇所の造成を行った。また,造成地のJF水が

史跡公園内の調整池へ流れ込むように,側溝の

設置も併せて行った。

休憩便所棟建築工事

休憩便所棟は2003年度 (平成15)に建築したざ

木造1階建で,建築面積は90.6だ 。男子便所 ,

女子便所,多 目的使所のほか,ベ ンチを配した

休憩所や物置も備える。

浄化槽設置工事

休憩便所棟を建築した2003年度 (平成15)当

時は公共下水道が整備されていなかったため,

調整池南の公園用地に浄化槽 (土壌微生物膜方

式・128人槽 。4ど /日 )を埋設した。

しかし,2009年度 (平成21)には下水道への

接続が可能になったため,浄化槽は撤去した。

電気・給水設備工事

2003年度 (平成15)には,電気・給水設備工

事も行った。

電気設備工事では,休憩便所棟の物置に分電

盤を取り付けた。また,芝生広場や駐車場周り

に11基 (翌年度に1基追加)の外灯を,園路沿

いに18基の誘導灯を設置した。

給水設備工事では,芝生広場に水飲器2基を

取り付けたほか,植栽や芝生を管理するための

散水栓を16箇所に設置した。

公園整備工事

公園整備工事は2003年度 (平成15)の西谷墳

墓群史跡公園第1期工事と,2004年度 (平成16)

の西谷墳墓群史跡公園整備工事の2回 に分けて

行った。

2003年度工事の主な内容は,公園エントラン

スから丘陵を登 り,4号墓 。5号墓および3号墓

に連絡する園路の設置である。

3号墓から5号墓に抜ける園路の設置にあたっ

ては,西側丘陵斜面にブロック積を必要とした

ほか,4号墓の南西突出部上には遺構保護のた

めに木橋を架けたことなどから,本工事はもっ

とも大規模なものとなった。

このほか,下来原農道沿いのL型擁壁と芝生

広場の緑生擁壁の設置や,駐車場の舗装なども

本工事で行っている。

2004年度の工事では,下来原農道から芝生広

場を抜け5号墓や6号墓に接続する園路や,調整

池から3号墓北東突出部脇に通ずる園路を取 り

付けたほか,公園案内板や墳丘解説板の設置な

どを行っている。

植栽工事

植栽工事は2004年度 (平成16)に行った。こ

の工事で公国内にウメ7本を移植し,各所に落

葉高木 (コ ブシ,モ クレン,ヤマザクラ)10本 ,

常緑中木 (ヤマツバキ)45本,常緑低木 (カ ン

ツバキ,サ ツキツツジ,オオムラサキツツジ,

アベリア)1,530株 ,落葉低木 (ヤマブキ,ユ

キヤナギ,タ ニウッギ,ウ メモ ドキ)1,150株

を植栽している。

休憩便所棟 浄化槽設置状況



第 4章 西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」の整備

電気設備工事検査 標識・木橋

九太階段 九太階段・案内板

″

勢 1帆
芝生広場 。緑生擁壁

植裁状況



整 備 概 要

擁壁エ

雨水排水エ

回路広場エ

O緑生擁壁1箇所 13108ド
○ブロック積擁壁 (ッタ類による緑化)4箇所
666席 ¬277謂・2022言 ¬026言
○側溝・排水路L=370m
Oボックス6箇所
O暗渠L=34m
O園路L=560m(管 理道W=30m遊 歩道W=1
(うち木段L=35m木 橋・木道L=35m)
O芝生広場 1 0SO浦

O散水栓 16箇所
電気・給水工 0ガーデンライト18箇所

Oポール灯12箇所

サービス施設工8餐鞠
Oガードレール (管理道部分)(擬木)L=115m

管理施設工  O木 柵工 (間伐材)L=760m
O木製手摺 (階段部分)L=80m

植栽工  O芝 生広場 :芝生・ウメ等観賞樹の植栽

==

図17 西谷墳墓群史跡公園第1期工事平面図 (S=1/4,250)
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完 工 図
工 事 内 容
土工 1 式
植生工 1 式
緑生擁壁 131 ド
L型擁壁 68m
土留擁壁 1255m
スロープ擁壁 989m
ブロック積 426下
側滞工 5187m
管渠 1267m
集水桝 22箇所
駐車場舗装 1 556ド

ソイル舗装 416ポ
区画線 352m
縁石工 3487品
案内板設置 9箇所
安全柵 552m
丸太階段 172段
擬石階段 2箇所
木道 241 m
既製杭工 8本
重力式橋台 2箇所
上部工 1 式

:1冥喝 関係)|
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国指定 里跡 西合 損 聾群黛И 公画

出寡弥生 の森  案内 図 西谷 2号 墓 (四 隅突 出型墳丘墓 )

いますが、長辺22m前 後、短辺約 17m、 高さ2m前 後の方形または将円

西谷 1号墓 (四隅突出型墳丘墓〕

失われていますよ 蔦剰瓢は諮岩・頼者 笠老
が残つてあり、墳酪の配百務選は

'段
Eなつて

西谷 3号 墓 (四 隅突 出型墳 丘墓 )

jR丘の斜画ほどRI石、蛍鑑にユ
=石
 掻きを並べてあり、填tHの豊者鷺沼は2機になつています。

頻頂dの大型建華籠緩2 Ht(第 1 4主 体)は未igと未断の二重備通であり 第1=ヽならはガラスるこ
ガラス書工など多徴の五顕ガ 中心主体とをえられる露4主体か●●は飲卸 ,娠  ガラス曽玉など7j巴■
しました。また ≧上からし陰の主雷こともに百れ (阿 dJ県 )の括球工嵐 ぉ隆系の■毬汀曽主してい

機

西谷6号墓 (国隅突出型墳丘墓)

図20 解説板板面 (一部 )



2.1号墓の整備
1号墓の整備は2008年度 (平成20)に実施し

た。

整備の内容は,墳丘全体を20cm程度の盛土

で銀護し,残存している東側の突出部とその周

辺の形状を復元して芝を張り,崩壊部は復元を

行わず,ソ イル系舗装で仕上げるものである。

また,現況地盤への摺り付けのため,墳丘外

郭の外側に及ぶ範囲にも盛土を行ったが,こ の

部分は種子吹付を施した。

このように,墳丘残存部,崩壊部,その他の

箇所で,盛上の表面処理をそれぞれ張芝,ソ イ

ル,種子吹付と変えたのは,見学者に対して遺

構の状態を視覚的に分かりやすくするための配

慮からである。

施工にあたってはまず,整備範囲の根株処理

を行った。掘削による除去は,遺構を傷つける

ため,根株の露出部分を可能な限リチェンソウ

で削り取るにとどめた。

次に,盛土で墳丘を覆い,敷均し,整形,転

圧を行った。その後,崩壊部へのソイル舗装

19.3だ ,墳丘残存部への張芝27.6∬ ,その他の

盛上部へ,ヨモギ・ススキ 。イタドリ・メドハ

ギの種子吹付83.4だ を行った。最後に工事に際

して取 り外 していた標柱を再設置して,1号墓

の保存整備を完了した。

盛土敷均し

整備前の1号墓 種子吹付

根株処理 標柱再設置
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図22 1号墓整備標準断面図 (S=1/150)



3.2号墓の整備
2号墓関連の整備は,2005年度 (平成17)に

実施した西谷2号墓保存修理工事と,2009年度

(平成21)に実施した西谷2号墓復元整備工事ほ

か3工事が挙げられる。

西谷2号墓保存修理工事 (崖面保護)    ´

2号墓の東側崖面は一部が既に崩れており,

更なる崩壊の可能性もあった。これを防ぐため

に西谷2号墓録存修理工事として崖面保護工事

を実施した。

工事内容はジオグリッド補強土壁工,植生基

材吹付工,法面工,小型水路工である。

ジオグリッド補強土壁工は,砂質土とジオグ

リッド材を交互に水平に重ね,ア ンカーピンで

固定する工法である。本工事ではこれを25層重

ね,奥行約5m,高 さ10m強の補強土壁を70.3m
にわたり設置した。

植生基材吹付工はジオグリッド補強土壁の表

層に植生基材を吹き付けるもので,補強土壁の

緑化を図るために行った。

また,法面工では盛上した法面に植生ネット

を339ど設置したほか,小形水路工では補強土

壁の基面付近の湧水を排水するため,88mに わ

たり水路の設置も行った。

力/‐
タ

工 事 内 容
敷地造成上エ
購入上盛± 920∬
法面工
植生ネット 339ド
擁壁エ
補強土壁工 703m

(751 nf)

小型水路エ   ィ
側溝工 380m
集水桝 5箇所
仮設エ
表層 236浦

死案穐段W封 希

2眸
I懲将来→ 止レ

図23 2号墓保存修理工事箇所 (S=1/1,000)
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なお,こ の工事中に擁壁設置箇所である崖面

において,西谷横穴墓群第2支群が見つか り,

急邊,発掘調査を実施することとなった。

このため,当初年度内に終了予定であった工

期を,翌年度の2006年 (平成18)7月 31日 に延

長し,繰越事業として工事を進めた。

しかし,7月 には集中豪雨により法面盛土の

一部が崩れ落ちたことから,再度工期を延長す

ることとなった。このため,本工事の完成日は

同年8月 31日 となった。
真砂土転圧

伐採完了 植生ネット敷設

ジオテック敷設



西谷2号墓復元整備工事ほか3工事

2号墓本体と周辺の整備を目的とした工事は,

西谷2号墓復元整備工事ほか3工事で行った。

2号墓の整備は,内部に展示室を設けて墳丘

全体を復元する内容となっていたため,工事を

土木工事,建築工事,電気工事,展示工事に分

けて実施する必要があった。

よって,それぞれ西谷2号墓復元工事,西谷2

号墓建築工事,西谷2号墓電気設備工事,西谷2

号墓展示工事として発注した。

西谷2号墓復元整備工事では,2号の墳丘復元

と周辺整備を行った。

墳丘復元は,墳丘が削平された箇所に展示室

となるコンクリートの躯体を建設 (建築工事)

した後に本格的に進めた。

まず,2号墓の残丘とコンクリート躯体を覆

うように盛土を行った。

そして,本来の墳丘の形状に整形しつつ,順
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次貼石を施していった。施工面積は865ご に及

び,使用した石は約25,000個 を数える。この石

は山口市産のものを取 り寄せたが,2号墓で実

際に貼 られていたものを参考に20～ 40cmの 白

っぽい円礫または亜円礫で,かつ,石種は玄武

岩,流紋岩,安山岩など火山岩を指定した。

周辺整備では排水溝,休養施設,園路広場 ,

学習施設などを設置した。また,墳丘の西側に

はシラカシ,ア ラカシ,ウバメガシを植栽した

ほか,園路沿いには張芝を施した。

排水溝については,2号墓を取り囲むように

U字溝を設置する予定であったが,地山掘削を

最小限に留めるべく,西側と北側の一部で設置

を見送った。

休養施設としては,2号墓東に造成した187ゴ

の広場に,木製ベンチを4基設置し,学習施設

としては,墳丘東に解説板が取り付けられるよ

うに,コ ンクリート基礎を埋設した。

整備前の2号墓 墳丘貼石

墳丘盛土
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図25 2号墓復元整備工事平面図 (S=1/500)
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図26 2号墓復元整備工事縦横断図 (S=1/250)

また,3号墓まで取り付けられている既設の

園路をこの整備で1号墓まで延長した。この際,

展示室にアプローチする箇所は,車椅子に対応

させるためスロープとした。また,2号墓東の

広場と既設の園路とを接続させるため,階段園

路も取り付けた。

西谷 2号墓建築工事では,鉄筋コンクリート

造平屋建て,建築面積134.3ゴ,延床面積126.0

どの展示室を建築した。

内部には見学室85.0ポ ,模型展示室10.5ば ,

機械室30.5∬ を設けた。出入口は東側の2所で,

北寄りは階段,南寄りはスロープとした。

また、壁と天丼についてはコンクリート打ち

放しとし,見学室の床については園路と同じ真

砂土舗装で仕上げた。

なお,この建築工事に際しては,遺構保護の

ため地山掘削は行っていない。

西谷2号墓電気設備工事では,2号墓見学室内

の照明器具の取り付けや,電気ケーブルの設置

などを行った。

50

2号墓建築工事

見学室
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２図 2号墓展示室平面図 (S=1/150)
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図28 2号墓展示室断面図 (S=1/450)
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特に,見学室内に監視モニターの取り付けを

行ったことから,こ のケーブルを引くため,既

設園路沿いの240mに わたり,電気ケーブルの

埋設を行った。この際,深さ30cm,幅 30cmの

掘削を行ったが,公園造成上の掘削にとどまり,

地山掘削には至らなかった。

西谷2号墓展示工事では,2号墓内部の展示を

行った。工事の内容は,土層パネル,発掘状況

模型,埋葬人物模型,解説グラフイック,ハ ン

ズオン装置の製作・設置である。

上層パネルは墳丘土層の状況を等倍で再現し

たものである。本工事ではFRPのパネルに自然

色塗装を施したものを2枚製作し,見学室の南

壁と,北寄りの西壁に取 り付けた。

南壁に取 り付けたものは,2号墓残丘の上層

断面を表現したものである。室外のスロープの

コンクリート壁面にも直接塗装を施し上層を描

き,パネルの土層表現と連続させることで,見

学者が14mにわたり2号墓残丘の上層状況を観

察できるようにした。

見学室北寄りの西壁に取り付けたものは,中

心主体の上層状況が観察できるように設置した

ものである。製作にあたっては、2号墓では良

好な土層が残っていなかったため,今回は3号

墓第1主体の上層データを基にした。

2号墓の中央では発掘調査によって中心主体

の痕跡が確認されている。このため,見学室内

の相応する箇所には,中心主体の発掘状況模型

と埋葬人物模型を取 り付け, ミラービジヨンの

手法を用いることで,発掘状況模型上にハーフ

ミラーに映った虚像の埋葬人物模型が次第に浮

かび上がって見えるようにした。

なお,こ れらの模型も先述の理由から,3号

墓第1主体の調査成果を基にして製作を行って

セヽる。

解説グラフイックは計7枚設置 した。これら

電気ケーブル埋設状況 見学室内の様子

土層パネルの取り付け 解説グラフィック設置状況



は土層パネルや埋葬人物模型の解説パネルのほ

か,2号墓と3号墓の発掘状況紹介パネル,西谷

墳墓群の歴史を解説する年表などの内容として

いる。

ハンズオンは見学室の南東隅に取り付けた。

子どもたちの興味を引くように,ハ ンドルを回

すと電動で8枚の解説パネルが順次スライドし

て表示される仕掛けとした。

解説テーマは F「西谷の丘」いま・むかし』

とし、西谷墳墓群が築造された丘陵である「西

第 4章 西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」の整備

谷の丘」とその周辺の歴史について,分かりや

すく学べる内容とした。

皿   
エロ國

嘲

＼
、
営

図29 ハンズオン三面図 (S=1/400)

1             600S             1 120。  |

高評価を受けた展示パネル

2号墓内部で展示している解説パネルやハンズオ

ン用パネルの作製あたっては,子どもでも解り易い

文章やレイアウトを心がけた。

その甲斐あって,展示パネルー式が第35回島根広

告賞 (主催 :島根広告協会)のサイン・ディスプレ

イ部門において,銀賞を受賞した。

図30 土層パネル図 (S=1/400)
`ase                l
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図31 模型展示室内配置制作図 (S=1/50)
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4口 3号墓の整備

3号墓は,突出部の一部が失われていたほか,

墳丘斜面の盛上の一部も流失していたため,こ

れ以上の墳丘の崩壊を防ぐ目的で,2006年度

(平成18)に保存整備工事を行った。

工事の概要は、遺構保護のため残丘全体を不

織布で覆ったのちにlm以上の盛土を行い,本

来の墳丘の姿に整形するというものである。

各箇所の施工は次のとおり行った。

墳頂平坦部

全面にソイル舗装を行い上の色合いを保った

ほか,埋葬主体のうち,中心となる第1主体と

第4主体の2つの遺構表示を行った。

主体部の木棺部分には遺物出土状態写真を焼

き付け,視覚的に理解しやすくした。

なお,2009年度 (平成21)には,安全対策の

ために,墳頂平坦面縁辺から南西突出部にかけ

ての総延長101mにわたって,スチール製の転

落防止柵を設置した。

墳丘斜画

盛上を行い整形し,全面に排水シートを布設

したのちに,墳丘が崩れないように連続繊維補

強土 (ジオファイバー)を吹き付けた。さらに,

斜面の安定化と緑化を図るため,表面には張芝

を施した。なお,斜面下部には裾部から50cm

の高さまで貼石を復元し,遠 くからでも墳丘の

輪郭がわかるようにした。

墳丘据部

四隅突出型墳丘墓の大きな特徴である列石

(立石・敷石)を ,発掘調査の成果を基に復元

することにより,墳丘の構造が視覚的に理解し

やすくした。

墳丘周辺

特に急傾斜の南東部と北東部の突出部周辺は

崩壊を防ぐため,盛土のうえに連続繊維補強土

工を施し安定化を図ったほか,突出部脇には安

全木柵を設置した。緩斜面については,盛土の

うえに種子を吹き付け緑化を図った。

整備前の3号墓

盛土状況

貼石状況

ジオファイバー吹付



//生

工 事 内 容
盛土工 2,400ド
法面整形 2,320活
連続繊維補強± 982面
不織布設置 1,668浦
種子吹付 1,232浦
植生ネット 982席

列石工 384席
ソイル舗装 393席
解説板設置 3箇所
木柵工 27m
舗装工 367席
区画線 83m

図34 3号墓修復工事平面図 (S=1/500)
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図35 3号墓修復工事横断図 (S=1/400)

図36 3号墓修復工事縦断図 (S=1/400)



図37 餅靱彗列石標準詳細図 (S=lFSO)

疇 1主側  I正面国

図388号墓主体部表示詳細1図 (S=1′40)
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5七 4号墓の整備

4号墓は,南東突出部の先端が完存し,方形

部の保存状態も比較的良好な四隅突出型墳丘墓

であった。

この墳丘墓の保存整備を2008年度 (平成20)

に実施した。

整備の内容は,残丘を最低20～ 30cmの盛土

で整形したのちに,墳丘全面を張芝で保護する

ものである。各箇所の施工は次のとおり。

墳頂平坦部

まず,根株をチェンソウで削り取ったのちに,

盛土を敷き均して平坦に整え,芝を張って保護

した。

突出部

北東,南東,南西の突出部は約27度 (2割 )

の勾配で盛土のうえ,表面を張芝で保護した。

北西の突出部は,墳頂平坦面への昇降路とし

て機能させるために,約20度の勾配で盛土し張
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芝を施した。

なお,北東突出部の周りには,雑草の繁茂を

防ぐため,防草チップを敷き詰めた。

墳丘斜画

まず,墳丘斜面に残る根株をチェンソウで削

り取り,根株処理を行った。

南側と西側の墳丘斜面は約30度 (1割8分)の

勾配で盛上し,法面を張芝で保護した。

北側と東側の墳丘斜面は30度以上の急勾配と

なるため,連続繊維補強土 (ジオファイバー)

で盛土し,法面を張芝で保護した。

なお,北側斜面の法尻の遺構外にあたる部分

にはソイル系舗装を施し,遺構の外郭を視覚的

に分かりやすくした。

墳丘東側

墳丘の東側は急斜面であるため,見学者の安

全を確保するために,墳丘裾ラインに沿って植

栽を施した。

整備前の4号墓 防草チップ敷き詰め状況

盛土状況 ジオファイバー吹付
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張芝 1,200ド
ソイル系舗装 23浦

彎   連続繊維補強土工 289浦

4号墓整備平面図 (S=1/400)
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図40 4号墓整備標準断面図 (S=1/200)



6B5号墓の整備
5号墓は4号墓の南東に隣接して築かれてお

り,築造時期は不明であるが弥生墳丘墓と考え

られている。

墳丘は過去に改変されているが,長辺22m前

後,短辺約17m,高 さ2m前後の方形または楕

円形であったと推定されている。

いずれにしても,四隅突出型墳丘墓ではない

ことから,当初,整備工事を実施する計画では

なかった。

しかし,雨水による上の流失がひどかったた

め,急速,2008年度 (平成20)に保存整備工事

を実施した。

今回の整備では,5号墓とその周辺の計1,570

どにわたり張芝を施して流土を防ぐことによ
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り,遺構を保護した。

なお,張芝が施せるように地表の凹凸を滑ら

かにすべ く,工事の前段では全面に10cm程度

の盛土も行った。

工 事 内 容
]長芝 刊,570浦

いいぺ虫恣ＮＮＡＦ）＼▼、

Ч
悧
Ｗ

、

、
、

整備前の5号墓

4号墓

図41 5号墓張芝平面図 (S=1/600)



7.6号墓の整備
小型の四隅突出型墳丘墓である6号墓は,墳
丘の大半がすでに破壊されており,正確に原形

を復元できる情報は残されていない。

しかし,過去に発掘調査等が行われており,

残存部の概要は把握できていた。

このため,2008年度 (平成20)の保存整備で

は,墳丘の残存部には特に手を加えず,雨水に

よるさらなる上の流失が懸念される,南側およ

び西側斜面の保護を目的とした工事を行うこと

とした。

整備内容については次のとおりである。

墳丘崩壊部

南側および西側の崩壊斜面は,樹木を伐採し

/

たのちに盛土を行い,そのうえに連続繊維補強

土 (ジオファイバー)を吹き付けた。さらに,

表面は上の流失を防ぐため,張芝を施して仕上

げた。

なお,法勾配は南側斜面で約40度 (1割2分),

西側斜面で約32度 (1割6分)と した。特に西側

斜面は15mに及ぶ長い斜面となることから,中

ほどに/Jヽ段を設けた。

転落防止柵の設置

南側および西側の斜面では,見学者が転落す

ることも想定されたため,転落防止用の木柵を

設置した。

植栽

工事の前段で伐木を行ったところ,西側に隣

ぺ
邦
創
功
勒

,13.70

43.59

工 事 内 容
弓長芝 354 ド
連続繊維補強土工/

図42 6号墓整備平面図 (S=1/500)

322 浦



接する民地への見通しがよくなったことから,

来園者が誤って民地へ進入することも想定され

るに至った。

③横断
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このため,当初計画にはなかったが,境界を

明示するため,約 8mに わたリシラカシなどの

中高木を10数本植栽した。

＼
＼

＼
ヽ
ム
＼＼＼＼

＼ __

整備前の6号墓西側斜面 整備後の6号墓西側斜面

図43 6号墓整備標準断面図 (S=1/300)



8日 9号墓の整備

9号墓は,他の四隅突出型墳丘墓とは離れた

丘陵に築かれた墳墓である。

これまでに,範囲確認のためのトレンチ調査

が実施されてお り,その規模はおよそ62m×

55mと推定されている。しかし,主体部の発掘

調査は行われておらず,詳細が不明な点も多い

墳墓である。

また,9号墓はその巨大さゆえに,墳頂平坦

部が神社の境内として利用されているため,墳

丘部分の整備を進めるのは困難な状況であっ

た。

このため,整備内容の検討にあたっては,墳

丘そのものの保存整備は見送り,周囲で崩壊が

進む丘陵崖面の保護工事が計画されることとな

った。

特に崩壊が進んでいたのは,南東突出部と北

東突出部付近の丘陵崖面であった。

このため,そ れぞれ南側工区 (A工区),北

側工区 (C工区)と して2003年 度 (平成15)に

設計を行い,2005年度 (平成17)に工事を行う

予定であった。

しかし,2004年 (平成16)5月 末に豪雨があ

り,こ の影響を受けて北側工区の一部が崩れた

ため,こ の箇所については2004年度に工事を前

倒しして対処した。

また,残 りの部分については,予定通り2005

年度に実施することとなった。

整備の概要は,北側工区,南側工区とも周辺

の土地利用状況を勘案し,現在の地形に沿わせ

て鉄筋挿入工・連続繊維補強土 (ジオファイバ

ー)工の併用による補強土壁を構築したのちに,

表層を緑化するというもので,必要な箇所には

集水桝やり

'水

路も設置することとした。それぞ

れの工区の施工については次のとおり。

北側工区

鉄筋挿入工 :地山面が軟弱地盤のため,鉄筋

(L=4m)挿入により地山の安定を確保した。

66
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工事内容 (2004年度 )
連続繊維補強土工 1刊 9ド
鉄筋挿入工 53本
側溝工 45m
集水桝 2箇所

Cふ
ド
kキン
Ｍ
出

山
Ｗ
〔

匈

鰯 鰯 騒 鰯 繭 鰯
図44 9号墓保存修理工事平面図 (S〓 1/500)



簡易法枠工 :斜面の勾配が急であるため,鉄

筋挿入と併せ1.5mピ ッチの簡易法枠を設置し地

山の安定を確保した。

連続繊維補強土工 :鉄筋挿入および簡易法枠

設置後,法面に連続繊維補強土による盛土を行

い土壁を構築。補強土壁の設置については,達

続繊維補強上の定着に影響を与える一部の表土

を除き,切上をせずに盛土。

植生基材吹付工 :土壁の緑化を図るため,連

続繊維補強上の表層に植生基材を吹付。

南側工区

鉄筋挿入工 :鉄筋を1.2m挿入し,軟弱地盤で

展開図s=1/300 
連続繊維補強土工

標準断面図 s=1/150

詳細断面図 s_1/60

裏面排水材,鉄

"

南側工区連続繊維補強土工構造図



ある地山の安定を確保した。

連続繊維補強土工 :オーバーハングした箇所

には薄く盛土をしたのちに,法面に連続繊維補

強土による加 の盛土を行い,土壁を構築。

補強土壁の設置については,連続繊維補強土の

定着に影響を与える一部の表上を除き,切土を

構造図 (A工 区)

―

F挿入工配置図 s‐ 1/300

第4章 西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」の整備

せずに盛土。

植生基材吹付工 :土壁の緑化を図るため,連

続繊維補強上の表層に植生基材を吹付。

なお,南側工区は北側工区に比べて斜面の勾

配が緩やかなため,簡易法枠工は必要なかった

ため行わなかった。

天端調整工詳細図 s_1/300

謂餐辮響
離料 l監縦瀦輔鍵‰碑拙鑑隠

ジオピン s=1/30

肝

E s‐ 1/30
ルφ58による削子1)

処

~~~¬韓

常

器 鶏

正 三 型

藤

基鶴4監濠合土追咸エ
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:と :II

E:0,
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Sと :3,
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魏編駐
SL: 0,

―
B:8.

DLと 10,00

図46 南側工区標準断面図 (S=1/200)

図47 1ヒ側工区標準断面図 lS=1/200)
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排水材設置状況 北側工区着手前

鉄筋挿入エ 北側工区竣エ

ジオファイバー吹付 南側工区着手前

植生基材吹付 南側工区竣工



9に その他の整備

史跡公園としての機能の充実を図るため,墳

墓の保存整備以外にも,2009年 度 (平成21)か

ら2010年度 (平成22)にかけては,次のような

整備工事も行った。

芝生広場の東屋

史跡公園内では,エ ントランスにある休憩便

所棟以外に,屋根がある施設がなかった。

このため,夏場や雨天時の見学などに際して

は,来園者が小休憩のために滞留する場所がな

く,不都合が生じていたので,こ れを解消する

べく,芝生広場内の2所に東屋を設置した。

博物館連絡道

公園東側の下来原農道に隣接した史跡指定地

は,指定地南側に接する簸川南広域農道方面か

らの来園者の連絡道路として利用されていた

が,こ れといった整備を行っておらず,雨天時

には水溜 りができるほか,夏季には草木が生い

茂り,往来の妨げとなっている状況であった。

このため,来園者の史跡見学の利便性向上の

ため,こ の箇所に園路の設置を行い,周辺は憩

いと交流の場として活用するため,108ご に張

芝を行い,ベ ンチも1基設置した。

公園管理道

史跡公園の整備計画段階では,2号墓付近へ

の車両の乗り入れの必要性は想定されていなか

った。

しかし,その後の整備検討段階で,2号墓の

整備において,全面に貼 り石を施した復元を行

う方針が示されたことから,復元遺構の災害復

旧や墳丘からの転落事故など,当初は想定され

ていなかった事態にも備える必要が生じた。

これを受け,2号墓付近に管理車両や緊急車

両が進入できるようにするための公園管理道の

設置を,史跡公園整備に加えることとした。

整備にあたっては,ま ず,2009年 度 (平成21)

末に2号墓西の丘陵斜面 (史跡隣接地)を道路

用地として島根県から買収した。

72

そして,翌2010年度,道路幅3m,延長67m

の公園管理道の設置工事を実施し,ガードレー

ルと排水路も併設した舗装道路を取 り付けた。

なお,こ の管理道設置にあたっては,発掘調

査によっても地崩れの痕跡が確認され,遺構の

存在する可能性が極めて低い箇所を選定して設

計を行っており,史跡への影響は極力抑えるよ

う配慮した。

芝生広場の東屋

博物館連絡道

公園管理遭設置工事



10.史跡公園整備関連の各工事等

第4章では西谷墳墓群の整備について,墳墓

の整備を軸に述べてきたところである。

しかし,実際の整備の施工にあたっては,工

事の発注のほか,設計や監理業務の委託などが

必要となってくる。これらについては個々には

触れず,次のとおり年度ごとに一覧で示すこと

第 4章 西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」の整備

で整理を図りたい。

なお,こ こで示すものは西谷墳墓群史跡公園

「出雲弥生の森」の整備と9号墓の整備に関連す

るもののみであり,ガイダンス施設である「出

雲弥生の森博物館」の建設に関連する経費等に

ついては、第5章で示すこととする。

表11 史跡公園整備関連工事等一覧

年度 工期 工事契約名等 請負業者 契約金額 補助事業名 補助金名等 備考

`平

成 13) 悧トーワエンジエアリング

田園空間整備事業

2002
(平成 14)

日谷境墓群史跡公園 駐車場整地工事 有)みつまる 4.117,05(
ら1速

町谷墳基群只跡公園駐車場蟹傭予足地用地取得に
nトーワエンジエアリング

―H150( 日谷墳墓群史跡公園第1期工事測量調査設計業務 n竹下技術ヨンサルタント 19,698,70(
ぢ]速

2003

(平成 15)

雪谷境墓群史跡公園休憩便所棟新築工事 月出雲工業 14,122.501

1150711-H15112( 町谷墳墓群只跡公園休憩便所棟給排水衛生設備
エ

室 有)竹内設備 4,252.501

1150715-H15112( 雪谷墳墓群史跡公園浄化槽設備工事 瑠イズコン 12.285,001
」体富田園空間整備
事業補助金

1150919-H160321 g谷墳墓群史跡公園給水設備工事 瑠フクダ 7354001

1150919-H160321 互谷墳墓群史跡公園電気設備工事 ヨ晃電設俯 13408501

1151001-H160921 互谷墳墓群史跡公園第1期工事 蛉小畑建設 136414951

1151219-H160331 た津町西谷吉墳東送水管等布設工事負担金

E谷墳墓群史跡公園水道引き込み工事 nフクダ 283501

冒谷墳墓群史跡公園照明配線追加工事

1160115-H160321 日谷9号墓保護工事測量・調査・設計業務 n大隆設計 西谷9号墓保存修理事業
判
=重
要ヌ化財寺保

学籍僑書綸 ah令

2004

(平成 16)

口谷境墓群史跡公園整備工事 硝中村組 24.634,051

日固空間整備事業

雪谷境墓群史跡公園植栽工事 呻タケダ造園 7,772,101

1170225-H17001〔 雪谷墳墓群史跡公園植栽その2工事 珀タケダ造園 3,7801001
』杯冨田園空間蟹隔

岳業補助金

1160525-H16030【 目谷墳墓群史跡公園外灯電気設備工事 日晃電設帥

1161126-H17012〔 詈谷境墓群史跡公園内樹木伐採業務 196.87

1161120-Hlフ 032〔 目谷9号墓法面保護工事 今岡工業爛 14,607.601

重
備
宝
整
要文化財等保
費補助金

2005

(平成 17)

1171229-H18032' 騒谷9号墓保存修理工事 閑中村組 30.015,30(

史跡西谷墳墓群史跡等・

登録記念物保存修理事寄
1171130-H18083 I谷 2号墓保存修理工事 n浜村建設 侯越

百谷3号墓修復工寧 アクト爛 6561975(

西谷境墓群Ⅲ 4号墓保存整備設計業務 n竹下技術コンサルタント 630000(

史跡西谷墳墓群史跡等紹
合整備活用推進事業

2008

(平成20)

1200717-H21032 西谷墳墓群Ⅲ 46号墓保存整備工事 酎出雲工業

1200920-H21032( 西谷2号墓保存整備実施設計業務委託 耐空間文化開発機構

西谷2号墓地形測量図作成業務 有)平 田開発 223335(

」雲弥生の森駐車場車止め設置工事 開出雲工業 市単独費

2009

(平成21)

西谷2号墓復元整備工事 」雲土建欄

史跡西谷墳墓群史跡等監

合整備活用推進事業
国宝重要文化財等保
存整備費補助金

1211119-H22031( コ谷2号墓建築工事 い寿建設工業

コ谷2号墓電気設備工事 有)松電

雪谷2号墓展示工事 n丹青社

雪谷2号墓建築工事監理業務 n空間女化開発機構 997.50(

雪谷2号墓展示工事監理業務 騨空間文化開発機構 1.134,00(

B雲弥生の森博物館連絡道新設工事 辮ゲイエ 1,779,75(

市単独費

1211217-H22031( t跡公園出雲弥生の森管理道調査設計業務委託 碑竹下技術ヨンサルタント

1220304-H22031( 雪谷芝生広場コンセント電源工事 有)松電 241,50(

1221123-H23032( t跡公園管理道新設工事 (土木 ) hl中村組



第 5章 ガイダンス施設「出雲弥生の森博物館」の建設
1.建設にあたちて
史跡西谷墳墓群のガイダンス機能の充実を図

るため,史跡公園の東側に用地を求め,出雲弥

生の森博物館を建設した。

具体的な整備内容については,第3章で記述

した「古代出雲王墓館 (仮称)基本計画」に基
づき,ガイダンス機能を効果的に発揮させるた

めの具体案を作成し,出雲弥生の森博物館整備

活用検討委員会の指導のもと,2007年度 (平成

19)から3カ 年計画で整備を進めた。

建築の題旨

史跡西谷墳墓群は出雲が誇る全国最大級の弥

生墳丘墓群であり,卑弥呼と同時代を生きた

「出雲王」達の眠る地として注目を集めていた。

この博物館は,動乱の時代を生きた「出雲王」

図48 博物館が目指すもの

達の歴史を解明し,その成果を展示公開・情報

発信する遺跡博物館である。

また,市内埋蔵文化財調査の例点機能を持た

せ,西谷墳墓群を取 り巻く市内主要遺跡も併せ

て紹介するとともに,発掘調査の成果を教育普

及・展示に活かし,調査 。研究と保護・活用を

一体的に推進する施設として整備した。

市民にとって「ふるさと出雲」に対する自信

と誇りを磨き高める場となるとともに,21世紀

を担う「人づくり」,活力ある「地域づくり」

に貢献し,「出雲の真のブランド化」を推進す

る役割を担う施設と位置づけている。

博

物

館

が

目

指

す

も

の

全国に向けた情報発信

開かれた調査研究活動

歴史遺産の継承と発展

文化のネットワークづくり

人づくり。地域づくり

博物館の機能

前述したように,当博物館には二つの機能を

持たせた。

1)遺跡博物館機能

史跡公園内にある西谷墳墓群をガイダンスす

る遺跡博物館として整備した。

①調査研究 西谷墳墓群とその時代について専
門的に調査研究を行い,研究成果については研

究紀要としてまとめるとともに教育普及,展示

活動に活用する。

②収  集 展示活動等に必要な考古資料を可
能な限り収集する。

③教育普及 生涯学習活動,学校教育活動など
様々な場面で調査研究の成果を活用していく。

74

④展  示 西谷墳墓群を展示のメインテーマ
に据え,卑弥呼と同時代を生きた「出雲王」達

とその時代を専門的で,かつ市民にもわかりや

すい展示内容にしていく。

2)埋蔵文化財センター機能

市内発掘調査の拠J点施設とし,調査研究と保

護活用の一体化を推進する。

①発掘調査 発掘調査に伴う遺物整理,図面作
業,報告書作成などを行う。

②保  管 発掘調査によって得られた出土品
等考古資料を一括収蔵し,集中管理のもとで保

存修復を行なう。

③保護活用 その他埋蔵文化財の保護活用の事
務 。実務を行なう。



図49

関連施設とのネットワーク

本市では,歴史の総合博物館として位置づけ

られる「県立古代出雲歴史博物館」と専門性の

高い荒神谷博物館や加茂岩倉遺跡ガイダンスな

第5章 ガイダンス施設「出雲弥生の森博物館」の建設

博物館の機能

どと連携し,広域的な研究,学習の場やイベン

ト等の共同開催,ボランティアガイドの育成の

ほか,出雲の古代遺跡を核とした新たな文化観

光ルートの創出を目指した。

出雲圏域 関連歴史施設等関係図

周

遊
　
・　
連

携

周

遊

・

連

携

地域の歴史学習ヘ

～高い専門性～
島根の歴史学習ヘ

～総合的な学習～

丙谷墳墓群史跡公園

出雲弥生の森
出雲弥生の森博物館

<主な機能 >

・ 遺跡ガイダンス (史跡公園)

・ 博物館機能
, 埋文センター機能

～韓
=膊
fenB田 中心のB空・研究

県立古代出雲歴史博物館

<主な機能 >
・博物館機能

～県内全域・歴史民俗資

料全般の展示中心～

荒神谷博物館

<主な機能 >
。 遺跡ガイダンス
(史跡公園 )

・ 博物館機能
～銅剣 中心～

加茂岩倉遺跡

ガイダシス

く主な機能>
・ 遺跡ガイダンス
(史跡公園)
～鉤鋒 中心～

島根県埋蔵文化財センター

(松江市打出町 )

<主な機能 >発掘調査機能

八雲立つ風上記の丘資料館

※島根県古代文化研究センター構想

<主な予定機能 >研究機能

図50 出雲圏城関連歴史施設等関係図



史跡公国の暫定オエプン

西谷墳墓群は2004年度 (平成16)に駐車場 ,

休憩棟などの整備を完了させ,史跡公園「出雲

弥生の森」として暫定オープンした。その後も

未整備であった墳墓整備について,2009年度

(平成21)末の整備完了を目指して,文化庁及

び島根県教育委員会の指導を受けながら整備を

進めていった。

島根大学の発掘調査

一方,1983年 (昭和58)か ら島根大学考古学

研究室が10年 をかけて西谷3号墓の発掘調査を

行なった。大量の土器をはじめ大陸から伝えら

れたガラスの勾玉や葬送儀礼で敷き詰められた

水銀朱など様々な出土遺物を発掘し,その後の

研究成果によって全国最大級の弥生墳墓群とし

て,全国の研究者から注目を集めるようになっ

た。当時の調査で発掘された貴重な出土遺物や

研究成果は島根大学で保管されていた。

整備方針の決定

本市では,史跡公園整備と同時にガイダンス

施設として出雲弥生の森博物館を遺跡の隣接地

に建設した。史跡公園出雲弥生の森公園で本物

の遺跡のスケールを体感するとともに,博物館

において出土遺物や研究成果を広く市民に公開

し,一体的な学習施設となるように整備方針を

決定した。これらの実現に向けて島根大学から

の全面的な協力をいただき,貴重な資料を常設

展示することができた。

施設整備で留意した点

施設整備に際しては,国史跡指定地である周

囲の歴史的景観に配慮するとともに,省エネル

ギー,ユニバーサルデザインに配慮した環境に

優しい施設づくりに配慮した。

・機能的かつ西谷墳墓群の遺跡にふさわしい

施設デザインを行なった。

・周辺環境との調和を図るとともに,施設の

壁面塗装の色彩や形状については歴史的意義

付けをもって計画した。
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・ユニバーサルデザインに配慮した施設設計

を行ない,誰でも利用しやすく理解しやすい

施設とした。

・省エネに配慮したシステムを導入し,環境
への配慮とともにできる限り運営コストの削

減につながるような施設整備を図った。

・工事,委託業務,備品購入などはできるだ

け市内業者を選定し,市内業者で対応が困難

な場合のみ市外業者への発注とした。

・備品購入などは大規模一括発注を避け,可

能な範囲で分割発注し,で きるだけ多くの業

者に納入の機会をつくった。

施設の概要

敷地面積

4,996.89■ぽ

建築構造

鉄骨造 2階建

廷べ床面積 2,882.38∬

機能別廷べ床面積

ガイダンス施設分  1,436.13∬ (49.8%)

埋文センター施設分 1,446.25ゴ (50.2%)

階別機能

1階 1,533.17だ

2H皆  1,349.21■ば

博物館専用駐車場

学習機能,調査研究機能,

事務室機能

展示機能,収蔵機能

普通車22台 (業務用含む)

出雲弥生の森博物館



2日 工事等の内容 と経緯

建築基本設計と用地取得

2004年度 (平成16)に 旧出雲市で策定された

博物館 (当時の仮称「古代出雲王墓館」)建設

基本計画に基づき,2005年度 (平成17)に建築

基本設計に着手した。

また,2005年度には建設予定地となる西谷墳

墓群東側用地の測量に入り,取得とする面積を

4,901.41ご と確定させ,2006年度 (平成18)に

基本設計を終えた。

用地取得は,2006年度から地権者3名 と交渉

を開始し,関係者の理解と協力をいただき2007

年 (平成19)7月 に全ての移転登記を完了した。

横穴墓の発見と保護

同年8月 から用地造成工事に着手したが,駐

車場予定地北側斜面で遺構・遺物が発見された

ため,工事を一時中断させ,発掘調査を行なう
こととなった。

その結果,古墳時代の横穴墓10基の羨道部で

あることが判明したため,現地保存を優先させ

駐車場面積を縮小する変更設計を行ない翌年7

月に造成工事を完了した。

この横穴墓群は西谷横穴墓群第3支群と名づ

け,法面工事を実施し、羨道部の断面を精円形

で表示した。

また、併せて解説板も設置して来場者ヘー般

公開できるように工夫を凝らした。

各工事の実施

博物館建設の本格工事に着手するうえで,本

市予算では2007年度 (平成19)か ら3か年の継

続費を設定し,建築工事,設備工事,展示工事

を順次発注した。

また,保存処理棟建設や周辺環境整備などの

関連工事も主体工事と調整を図りながら計画的

に整備を行った。

2008年 (平成20)7月 に建築工事の起工を行

い,本格工事に着手した。

主要工事は,建築工事のほかに設備関係で電
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気設備工事,給排水衛生設備工事,空気調和設

備工事及び展示工事などをほぼ同時期に発注

し,工事関係者間の総合調整を図りながら計画

的,かつ効率的に各工事を進めていった。

建築工事が2009年 (平成21)5月 に完了し,

同年7月 には文化財課の事務所移転を完了した。

同時進行で進めていた可動式収蔵棚などの備

品選定も終え建物内に順次設置するとともに植

栽工事,駐車場舗装工事,ポスターケース 。フ

ェンス設置工事,連絡道新設工事及び保存処理

棟の建築工事など,周辺環境整備の仕上げに取

りかかった。

最後に残った展示工事は工期を延長し,西谷

3号墓の巨大ジオラマをはじめ各種の展示物設

置を含め全ての工事を2010年 (平成22)3月 に

完了させた。

2009年 (平成21)末に開館日を4月 29日 に設

定し,事前の広報 PR活動を展開するなど開館

準備を進めた。

博物館運営の開始

開館当日には,島根県教育長をはじめ約150

人の来賓を迎え,西谷墳墓群史跡公園出雲弥生

の森の整備完成披露とともに,開館記念式典を

盛大に挙行した。

また,地元関係者,ボランティア団体の協力

支援を受け,当 日には様々なイベントも開催さ

れ,博物館運営をスタートした。

西谷横穴墓群第3支群



造成工事

雲弥生の森博物館

3日 建設の経費と経過

財源内訳

表12 財源内訳
(単位 :円 )

建築工事 開館記念式典

年度 事業費 国庫補助金 起 債 その他 一般財源

20044F 3,780,000 3,780,000

20054F 8,078,623 8,078,623

20064F 24,295,422 16,200,000 8,095,422

2007/・ F 185,997,268 172,000,000 13,997,268

20084F 695,362,516 204,030,000 464,600,000 26,732,516

20094F 371,945,532 58,523,000 262,300,000 51,122,532

合 計 1,289,459,361 262,553,000 915,100,000 3,780,000 108,026,361

※国庫補助金262,553,000円 の内訳

助金名 国宝重要文化財等保存整備費補助金
1)史跡西谷墳墓群史跡等総合整備活用推進事業
(西谷墳墓群ガイダンス分)

2008年度  145,700,000円

2009年度  35,123,000円

計   180,823,000円

2)埋蔵文化財保存活用整備事業
(埋蔵文化財センター備品・設備分)

2008年度  58,330,000円

2009年度  22,448,000円

IH1        80,778.000H

3)埋蔵文化財保存活用整備事業

(収蔵遺物データベース化事業分)

2009年度   952,000円

計    952,000円

※起債915,100,000の 内訳

(合併特例債)

2006年度  16,200,000円

2007年度  172,000,000円

2008年度  464,600,000円

2009年度  262,300,000円

計   915,100,000円

※その他3,780,000円 の内訳

(教育文化振興基金繰入金)

2004年度  3,780,000円

計     3.780.000円
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建設の経過

表13 建設の経過と経費

年度 区分 主な整備内容 金額

ZOU4
(平成16) 計画 古代出雲王墓館(仮称)基本計画策定業務ほか 3,780,000

2005

(平成17)

設計 建築基本設計業務 2,520,000

用 地 建設予定地測量調査業務 3,833,550

その他 整備活用検討委員会開催費ほか 1,725,073

2006

(平成18)

設 計 建築基本設計業務 (明許繰越) 5,880,000

用地 建設予定地不動産鑑定料 1,315,650

設計 建設予定地調査設計業務 5,294,100

設計 建設工事実施設計業務 4,347,000

設計 設備工事実施設計業務 2,331,000

設計 展示工事実施設計業務 4,977,000

その他 整備活用検討委員会開催費ほか 150.672

2007

(平成19)

用 地 用地取得費 (明許繰越) 113,678,433

用地 支障物件移転補償費 (明許繰越) 6,342,814

設 計 建設工事実施設計業務 (明許繰越) 10,143,000

設計 設備工事実施設計業務 (明許繰越)

設計 展示工事実施設計業務 (明許繰越) 11613000

土木 博物館用地造成工事 (明許繰越) 28,665,000

調査 建設予定地埋蔵文化財調査 (明嗣 2,647.000

設計 造成工事修正設計業務 (明許繰越) 4,414,000

その他 確認申請等その他関係費 (明翻 1,770,123

設計 建設工事変更設計業務 (継続費現年) 630,000

設計 設備工事変更設計業務 鯨 費瑚

その他 文化庁協議ほか (継続費現年) 88990

その他 整備活用検討委員会開催費ほか 232,408

2008

(平成20)

土木 博物館用地造成工事 (事故繰越) 46,922,400

その他 水道給水管引き込み工事 (事故繰越) 1,291,500

建築 建築工事 (継続費現年) 459,270,000

設備 電気設備工事 (継続費現年) 58,989,650

設備 給排水衛生設備工事 (継続費現年) 27,173,475

設備 空気調和設備工事 (継続費現年) 53921700

展示 展示工事 (継続費現年) 19,488,000

備品 収蔵庫移動棚購入 (継続費現年) 19,897.500

建築 建築工事監理業務 (継続費現年) 1,726,000

設備 設備工事監理業務 (継続費現年) 787,000

展示 展示工事修正設計業務 饂続費現年)

その他 水道加入金,構造計算手数料ほか(継続費現年) 1,191,500

その他 開発計可申請書作成業務ほか 価次繰越) 684.122

(単位 :円 )

年度 区分 主な整備内容 金額

2008

(平成20)

その他 遺物整理作業賃金 (単年度現年) 1,992,000

その他 シン,やレマーク,キャラクターデザイン募集経費 320.000

その他 整備検討委員会開催経費ほか 812,669

2009

(平成21)

建築 建築工事 (継続費現年) 107,730,000

展示 展示工事 (継続費現年) 77,952,000

設備 電気設備工事 (継続費現年) 14,X56,孔 00

設備 空気調和設備工事 (継続費現年) 13,671,000

設備 給排水衛生設備工事 (継続費現年) 6,374,025

建築 建築工事監理業務 (継続費現年)

設備 設備工事監理業務 (継続費現年) 1,838,000

建 築 保存処理棟建築実施設計業務 (継続費現年) 367.500

設備 可動式展示ケースほ力琥品購入費 $鯨費現年) 15,170,840

設 備 電気窯基礎設置工事 496,650

設備 ブレハブ電源工事 340,200

土木 駐車場整備工事 297,960

その他 事務所移転業務ほか 3,535,559

備品 収蔵庫固定棚ほか備品購入費 31,739,319

その他 室内整理作業員賃金 1905000

その他 整備活用検討委員会開催費 80,860

その他 印刷物,消耗品 4,342,950

その他 その他共済費,旅費,役務費 654,650

展 示 展示工事 (通次繰越) 24,360,000

建 築 ポスターケース・フェンス設置工事(逓次繰越) 3,150,000

その他 植栽工事 (逓次繰越) 2,467,500

その他 道路安全標識設置工事 (通次繰越) 123900

その他 安全防護柵設置工事 (通次繰越) 497,700

土 木 連絡道新設工事 (通次繰越) l.779.750

建築 引き戸クローザー取付工事 (逓久偽醐 498,750

建築 保存処理棟建築工事 (逓次線越) 8,851,500

土木 道路案内標識設置工事 (通次繰越) 2,844,450

土木 横穴墓群保存整備工事 (逓次繰越) 5,092,500

その他 駐車場看板作成業務 (通次繰越) 199,500

その他 たいけんコーナー備品製作設置業務ほか(通次繰越) 10,573,500

備 品 多目的室机,椅子t渤 備ヽ品購入費(逓次繰越) 21,722,113

備 品 下水道受益者負担金 (逓次繰越) 1,941,844

その他 印刷物,消耗品ほか (逓次繰越) 3,161,912



4.各部門別の面積 と整備内容
調査研究部門           288.31ご
共同研究を含む調査研究活動,市内発掘調査

等を効果的かつ効率的に遂行するため,研究室,

書庫,写場,遺物整理室等を設けた。

また,資料,図面,書籍を保管する書庫資料

室は,今後の増加も見込み余裕を持ったスペー

スを確保し,各分類毎に整理できるよう大型書

架を配置した。

収蔵部門             554.05だ
市内考古資料の一元的管理を行ない,将来の

資料増加も見込み可能な限りのスペースを確保

し,可動式収蔵棚を配置したことによってスペ

ースの有効活用を図った。

一股収蔵庫のほかに,耐震構造で空調設備を

設けて温湿度管理できる特別収蔵庫を整備した。

また,借用展示物や大型資料を搬入するため

の大型トラックを横付けできる荷解場を設ける

とともに,短期間の保管場所として一時保管庫

を整備した。

教育普及部門           530.02�
多くの人が利用しやすいように,多 目的室と

してたいけん学習室やたいけんコーナー,実習

室, ミュージアムショップなどを1階に設けた。

特にたいけん学習室は,市内最大規模の小学

校1学年がそのまま収容できるスペースを確保

するとともに,利用実態にあわせ2分割同時使

用できるよう可動式パーテーションを設置し

た。

さらに,大型ガラス戸を開放すると,たいけ

んテラスと一体的に使用できるように工夫した。

たいけんコーナーは,幼児から小学生まで遊

びながら歴史に触れる機会を創出するよう工夫

をこらした設備,備品を配置した。

また,実習室は勾玉つくりや鏡つくりなど,

体験学習での汚れを想定してフロアをタイル貼

りとし,古代食つくりなどで使用する調理器は,

火災防止のため全て電磁調理器とした。
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展示部門 646.571ざ

展示部門は全て2階に配置し,常設展示室と

様々な企画展示に対応できる企画展示室を配置

し,天丼には可動式パーテーションを設置して,

様々な形態での展示に対応できるように整備し

た。

また,大型土器等の収蔵状況を公開展示しな

がら収蔵できる収蔵展示室も配置した。

管理運営・共用部門 863.43至置

文化財課事務室を完全移転させ,博物館管理

とともに西谷墳墓群の管理などを集中管理でき

る事務スペースを確保した。

エントランスホールは,来館者が入館して最

初に博物館の雰囲気を感じるよう2階吹き抜け

の構造とし,床面には出雲圏域の弥生時代の水

域を示した空中写真を,1/6000の縮尺で展示し

た。

その他通路幅は,遺物運搬を容易にできるよ

う可能な限り幅員を確保した。玄関は西谷墳墓

群から往来がしやすいように配置し,風除室を

設けて外気を遮断する構造とした。

また,機械警備によるセキュリテイーは,西

谷2号墓の展示室も管理できるよう集中管理方

式とした。空調設備も集中管理方式とし,エネ

ルギーコストの削減を目指した。

トイレには身障者用トイレのほか,男子トイ

レにもベビーシートを配置し,親子連れでも安

心して来館できる施設を目指した。

遺物整理室
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書庫資料室書架配置の状況 たいけん学習室

一般収蔵庫 たいけんテラス

たいけんコーナー特別】又蔵庫



実習室 事務室

常設展示室 エントランスホール

企画展示室

収蔵展示室 トイレ
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表14 博物館各室面積・機能等

区分 室名 討菫,:嗣がィタラス施設1坦文センター 備考

調
査
研
究

書 庫 資 料 ≦ 41 専門書,貴重書,遺跡図面等の保管

一品 学芸員・調査研究スタッフの執務室

遺物整理室 呆管前遺物の記録作成,整理作業室

写 場 31 75 31 75 文化財の記録用写真を撮影

」ヽ計 288.31 288.31

収

蔵

一時保管庫 68.87 68.87 遺跡発掘現場から持ち帰つた遺物,資料等を整理作業までの間保管するスペース

フィァレム庫 9^35 9.35 文化財の記録用写真 ,フィルム等の保管
1階荷解室 大型資料等の荷解,梱包に対応するスペース

2階荷 解 室 71_0 一般収蔵庫への資料搬入作業スペース

特 別 収 蔵 庫 前 室 17.39 173 時別収蔵庫の環境保全スペース

特別収蔵庫 34.99 34.99 果存環境上 ,特に注意を要する資料 を収蔵
一般収蔵庫 281.13 281.13 収蔵冶料の保管
/1ヽ計 05

教
育
普
及

一―

・

０‐ 4 西谷墳墓群や関連遺跡等に関する書籍・雑誌の閲覧スペース

ボランティア室 西谷墳墓群解説ボランティア等の作業,休憩,控室

然 験 コー ア ー 7700 77_00 遊び.体験を通じて西谷墳墓群,古代出雲への理解を深めるスペース

多目的室 183.64 183.64 体験学習,講演会・講座等に利用。市内小学校の最大学年生徒数(165人)を収容可能

多目的室倉庫 32.99 32.99 多目的室備品倉庫

実習室 38.42 38.42 水道設備・加熱設備を備えた小実習室。

伝 験 テ ラス 9 98_55 多目的室に隣接し,屋外での体験学習等に利用

受付・ショップ Q 50 受付兼ねた図録 ,グッズ等の販売スペース

491_5タ 3

展

示

展 示 室 1 210.59 210.59 ホ生時代 (王墓の時代)の西谷墳墓群を歴史背景とともに理解するための常設展示室

展示室 2 128.57 128.57 き墳 時代の西谷墳墓群を歴 史背景とともに理解するための常設展示室

速報展示コーナー 受付,ショップスペースと共用。市内遺跡の最新調査情報等を展示

展示準備室 26.64 26.64 企画展,特別展等のための器材保管及び展示に関する作業スペース

企画展示室 186_20 186_20 征画展,特別展等の期間限定の展示を行うための展示室

70_80 70_80 里文センターの収蔵資料をその保管状況とあわせて紹介する

テーマ展示ギャラリー 夕3_77 互谷墳墓群 ,古代出雲に関する小テーマ別に研究成果を展示するスペーフ

Jヽ計 64657 36293 ,R3_64

管
理
運
営

・
共
用

F

一般WC 54.32 菓館者用

エントランスロビー l
〔
ン 市内小学校の最大学年生徒数(165人)が入れるスペースを確県

WC 17_4 17_45 践員用 (埋文センター側 )
4_ 4_1 里文センター給湯室

更衣 13_5R 13.51 栗館者救護室と兼用

印刷室 6.71 6.71 事務室付帯

荷物用EV 18.86 18.86 哩蔵文化財センター荷物搬入用エレベータ室
一般用EV 6.81 ガイダンス施設来館者用エレベータ室

6_14 6_14 清掃委託業者作業員休憩室

15^84 15_84 泊長室を含む
39

休憩コーナー 75。43 刀
生 ガイダンス施設の廊下と共用

一般階段室 31.52 31.52 ガイダンス舵設階段

階段室 20.06 20.06 埋蔵文化財センター側階段室
下 34.25 埋蔵文化財センター研究室,事務室前廊下

5 ガイダンス施設部分の廊下を含む

来館者用

15_13 特別収蔵庫空調機械室

コーナー 27.88 27.88 来館者休憩スペ ース 窓から史跡公 園を望める場所 に設置

倉庫 20.00 20.00 テーマ展示室の展示器材等保管庫

27.75 27.75 げイダンス施設階段

3.02 里蔵文化財センター側階段室

EV 16_66 里蔵文化財センター荷物搬入用エレベータ室

EV げイダンス施設来館者用エレベータ室

その他 19
/1ヽ計 R6343 5R1 6R 2R1 75
合 計 面 積 夕 RR夕 3R 1_43613 446,5

*史跡等総合整備活用推進事業国庫補助金対象はガイダンス分



東立面図

南立面図

図51 出雲弥生の森博物館立面図 (S=1/300)



第 5章 ガイダンス施設「出雲弥生の森博物館」の建設

道
路
境
界
線

西立面図

北立面図

え  例 カラーガルバリウム鋼預ァOS(特注色) 見切 :カ ラーガルバ リウム鋼板 ,05(特注色 ) 竪樋 :カ ラーVP特配なき限りφ75

カラーガルバリウム鋼板ァOS 見切 :カ ラーガルバリウム釧版ァ05 ルーバー :アルミ掃H型坊 30X000120

卜系サイディングの上仕上塗材吹付 コンクリート打放しの上仕i送 り材吹付 タラップ :Sus9o4 W-400

笠木 カラーガルバリウム鋼板ァ05(特注色) ガラス屋根 :fiァ 8+flア 0合せガラス くつ沈い流し:コ ンクリート打激し撰水剤塗

カラーガルバリウム鍼板ァOS ケンスイ率ステンレス製下手巻式Wi∞OXHoooo
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一一一航伴一，一「坤胸卿鞠翔拗一 図52 出雲弥生の森博物館配置図 (S=1/1,000)

図53 出雲弥生の森博物館見取図 (S=1/500)



第 6章 整備事業を振り返って

ここまで,西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の

森」の整備およびガイダンス施設「出雲弥生の

森博物館」の建設について,1996年 (平成8)

の博物館建設構想提言から2010年度 (平成21)

の整備完了に至るまでの長期間にわたる軌跡を

たどり,具体的な整備内容を詳しくまとめてき

たところである。

最後に,整備完了後一年を迎える現時点にお

いて,事業全体を通していくつかの点について

振り返ってみる。

作業,工事施工など各段階ごとに専門研究者と

市民代表で構成する専門委員会や協議会を設

け,事業を推進してきた。

情報の開示

計画決定から具体的整備内容まで,各委員会

で決定された事項を市広報誌による周知のほ

か,市議会をはじめ各種団体の会合において説

明を行なってきた。

特にガイダンス施設の建設については,多 く

の市民から賛否両論があり,様々な意見が寄せ

られた。事業の基本理念,建設の趣旨,具体的

な整備内容及び事業費など,で きるだけ情報を

1.整備の進め方について
専門委員会の設置

遺跡の修復・復元及び博物館の展示は,発掘

調査の成果など学術的な裏づけをもって整備し

ていかなければならない。一方,完成後の利活

用を考えた時,一般市民の目線でわかりやすく,

誰でも気軽に利用しやすい施設にしなければな

らない。

本市では,両者の意見を集約し総合調整して,

整備に反映させるため計画策定,具体的な設計

開示し,広 く市民の理解を得ることに力を注ぎ,

2007年 (平成19)3月 の市議会特別委員会委員長

報告を受けて本格工事に着手することができた。

学術的根拠に基づく整備

島根大学考古学研究室及び本市の発掘調査の

成果に基づき,墳丘復元や博物館展示工事を実

施した。不足する情報は,全国の研究機関や大

学が保有する研究成果,『魏志』倭人伝などの

歴史史料の情報を参考にしながら,学術的な総

合判断をもって整備方針および展示内容などを

決定し,これを具現化させてきた。

市民目線に基づく整備

遺跡の整備やガイダンス施設の建設は,研究

表15 史跡整備に係る委員会等と設置年

委 員 会 等 の 名 称 設 置 年

歴史・民俗史料等保存活用に関する検討委員会 1996年 (平成 8)

文化財を活かしたモデル地域づくり推進計画策定協議会 1997年 (平成 9)

西谷墳墓群等整備検討委員会 2000年 (平成12)

西谷墳墓群史跡公園整備基本計画策定指導会 2001年 (平成13)

西谷墳墓群整備指導委員会 2002年 (平成14)

古代出雲王墓館 (仮称)基本計画策定委員会 2004年 (平成16)

出雲弥生の森博物館整備 。活用検討委員会 2005年 (平成17)

出雲弥生の森博物館整備・活用検討委員会 展示専門部会 2007年 (平成19)

西谷墳墓群墳墓整備指導会 2007年 (平成19)

西谷2号墓整備・活用検討委員会 2008年 (平成20)



成果を公開する場であるが,あ くまでも一般市

民に理解される内容,表現にしなければその使

命を果たすことはできない。

墳墓群の整備では,西谷2号墓内に展示室を

設け,当時の埋葬状態をミラービジヨンによっ

て浮き上がらせるなど,視覚的効果によって来

場者の興味や関心をかきたてるような工夫も凝

らした。

一方,ガイダンス施設については,施設名称

に「博物館」を冠したことによって,市民には

やや敷居が高いというイメージを持たれた向き

箋

イレズミまで表現したフィギュア

効果的に歴史学習を推進する施設配置

西谷墳墓群の整備は,墳墓の復元や保護工事

とともに芝生広場,駐車場,解説板,遊歩道 ,

休憩棟など来場者への利便性の向上を図り,古

代出雲の歴史の深さと雄大さを体感できる史跡

公園として整備した。また,古代出雲の歴史を

さらに深めるために史跡公園の近接地にガイダ

ンス施設を配置した。遺跡とそのガイダンス施

設が近接していることは,今後の歴史学習を推

進するうえで大変効果的であると思われる。

2日 利用状況について

西谷墳墓群史跡公園「出雲弥生の森」は,駐

車場や遊歩道などの整備が完了した2004年 (平

成16)に暫定オープンした。この時点では,ま

だ墳墓周辺は発掘調査の トレンチ跡がそのまま

残っている状態で,本格的整備に着手していな

い状況であった。

もあったかもしれない。しかし,そのイメージ

を払拭するために巨大ジオラマを設置し,そ こ

に登場する古代人にきめ細かなイレズミを施し

たり,解説パネルを小学児童でも理解できる言

葉使いで表現したり,ハ ンズオンコーナーやタ

ッチパネルによる解説を工夫したりなど,随所

で子どもから高齢者まで楽しく学習できる空間

を演出した。

この甲斐あってか, リピーターからはアンケ

ー トにおいて「毎回新しい発見がある」という

回答もいただいている。

ミラービジョン設置状況

その後の整備工事においても,一部立ち入り

禁止区域を定めながら工事を本格化させたた

め,来園者は暫定オープンから約6年間にわた

って,墳墓の全容を見学することができなかっ

た。

墳墓整備が完了した2010年 (平成22)に よう

やく全面公開できた。今までの工事現場の様相

が一変し,悠久の時を越えて古代出雲王が見た

であろう出雲平野や斐伊川を臨むロケーション

を背景に,い くつも連なる墳墓群の雄大さ,わ

くわくさせる西谷2号墓の室内展示などに高い

評価をいただいた。

また,ガイダンス施設出雲弥生の森博物館は,

開館以来約9か月で5万人目の来館者を迎えるこ

とができ,オープン1年 目で6万人に達する勢い

である。地方都市の公立博物館で開館初年度と

はいえ5万人を越えることは,他市の博物館関



係者からも高く評価されている。

3.今後の課題と取 り組みについて
誘導案内

当地を目指して遠方から来場される方々から

は,主要道路からの誘導看板等が少なく,案内

が不十分との声をいただいている。今後は,当

地への誘導看板の増設とともに,タ クシー・バ

ス等の交通機関,ホテルなどの観光施設への積

極的な広報PR活動を強化していかなければな

らない。

また,博物館来館者の中には, 日の前に広が

る西谷墳墓群を訪れることなく帰路につかれる

ケースもあり,墳墓群と博物館との一体的活用

を図っていくためにも,博物館周辺におけるき

め細やかな案内方法を検討していく必要があ

る。

教育普及

小 。中学校における学校教育活動や,地域コ

ミュニテイー団体が行なう生涯学習活動を積極

的に支援し,施設の有効利用を図っていかなけ

ればならない。

また,歴史に興味 。関心を持つ愛好家に射し

ては,歴史の深さを伝え,歴史との関わりが薄

い方々には,わかりやすく,楽 しく学習ができ

る場として施設を提供し,考古学ファンの裾野

を広げていく工夫が,今後求められてくる。

具体的な取り組みとしては,博物館で開催す

る特別展や企画展にあわせた講演会の開催や,

親子で楽しめる体験学習やものつくり教室,各

第 6章 整備事業を振り返って

種文化団体と連携した写真コンテストやミニコ

ンサート,各地域の歴史に視点を当てたミニ展

示会の開催や,企業とタイアップした民博連携

事業など,当地を訪れる仕掛けづくりが大切で

ある。

開館2年 目以降は,初年度のようなオープン

効果は薄れ,管理者側からの積極的な働きかけ

が重要と考える。

研究体制

博物館で展示を行う目的は,研究の成果を公

開することであり,そのためにはスタソフのス

キルアップを含め,研究体制の充実が必要不可

欠である。情報収集と分析など考古学の最前線

でつかんだ情報と,過去の調査成果や収蔵保管

されている未公開の大量な考古資料を,再確

認・再研究し,その成果をいかに市民目線で伝

えていくかが,博物館の最も重要な「魂」の部

分である。今後更なる研究体制の充実が求めら

れる。

施設管理体制

新たに整備した施設も年月が過ぎると老朽化

していくものであり,これを回避することはで

きない。しかし, 日常点検や迅速な修繕封応な

ど, 日頃のメンテナンスによって施設の長寿命

化を図ることができる。どんなに素晴らしい展

示会を開催しても,ス タッフの姑応と環境美化

の印象によって,来場者の施設そのものに対す

るイメージが決まってしまい,一度持たれたイ

メージを拭い去るには,相当の努力が必要であ

る。運営スタッフの管理意識の向上が,市民サ

ービスヘ直結するものと肝に命じ,普段の業務

を怠ることなく適切に遂行することが何よりも

大切である。

博物館開館と同時に,本市文化財課の事務所

も当館に移転した。市職員が常駐する施設とし

て指定管理者制度を導入せず,直営方式で運営

している。したがって,職員一人ひとりが常に

コスト意識をもって業務にあたらなければならボランティアが指導するまが玉づくり



ない。現在職員が直接対応している来館者案内,

売店運営,広報PR活動,教室等ソフト事業の

運営など,個別の業務毎に費用対効果を検討し,

委託方式が良いと判断される業務があれば臨機

応変に,かつ柔軟に対応していくことも今後求

められる。

広報 PR活動

博物館の開館以降,各種展示会や講座・教

室・イベントの開催などは,市広報誌やポスタ

ー,チ ラシなどの紙媒体,ケ ーブルテレビやロ

ーカル無線などを活用し,幅広く広報活動を展

開してきた。

今後は,新たな誘客推進を図るためホテル,

飲食店など集客力のある施設や,歴史 。文化財

とは普段関わりの薄い福祉施設など,異分野に

おける宣伝活動を広げていく必要がある。また,

各種団体が行なうイベントや観光振興事業など

と協働した広報活動も有効な手段と考える。

近隣施設との連携強化

市内には,県立古代出雲歴史博物館があり,

斐川町に荒神谷博物館,雲南市には加茂岩倉遺

跡ガイダンスなど出雲圏域に類似の展示施設が

あるが,各館単体の活動には限界がある。「古

代出雲」という歴史的視J点から当地域を全国に

アピールするには,近隣施設との広域連携事業

の充実が必要と考える。2007年 (平成19)8月

から出雲地区博物館行政連絡会を立ち上げ,相

互に情報交換していく体制を整えてきたが,今

後も更なる連携を深め,協力体制を強化してい

きたい。

4コ おわりに

以上,今後の課題と取 り組みについて現時点

における視〕点でまとめてみた。今後も新たな課

題や問題点も出てくるものと思われる。決して

施設整備が最終目標ではなく,市民に愛される

施設となることが最終日標である。

スタッフー人ひとりが常に問題意識を持ち,

より良い施設にしていく気概を持って,今まさ

にスタートを切ったと認識すべきである。

最後に,西谷墳墓群の管理運営も担う当博物

館の理想とする姿を出雲弥生の森博物館初代館

長をお願いした島根大学名誉教授渡辺貞幸館長

の言葉を借りて,こ こに紹介する。

一、面白くて,わかりやすい博物館

一、研究の最前線を盛り込んだ博物館

一、地域に愛され,支えられる博物館

1996年 (平成8)か ら15年間の長きにわ

たり事業推進する中で,用地を提供してい

ただいた土地所有者の方々,各専門委員会

でご指導いただいた委員の皆様およびご支

援ご協力をいただきました地元大津地区の

皆様方に心から感謝を申し上げ,整備報告

といたします。

未来に引き継がれる西谷墳墓群

■
跨
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